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一
　
は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
中
国
政
治
の
特
徴
の
一
つ
は
、
中
国
共
産
党
（
以
下
、
党
）
と
国
家
機
関
と
の
間
に
「
領
導
（
ト
き
覧
§
）
」
と
「
被
領
導
（
ヒ
o
職
－

卜
欝
窒
ミ
）
」
と
い
う
権
力
関
係
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
そ
う
し
た
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
党
と
国
家
機
関
と
の
間
の
権
力
関
係
の
実
態
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
際
、
党
と
行
政

機
関
と
の
間
の
関
係
が
主
要
な
対
象
と
さ
れ
、
党
と
全
国
人
民
代
表
大
会
（
以
下
、
全
人
代
）
や
地
方
各
級
人
民
代
表
大
会
（
以
下
、

地
方
各
級
人
代
）
な
ど
国
家
権
力
機
関
と
の
間
の
関
係
は
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
「
全
国
人
民
代
表
大

会
は
最
高
立
法
機
関
と
最
高
権
力
機
関
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
役
割
は
限
ら
れ
て
お
り
、
行
政
機
関
は
実
質
的
に
国
家

権
力
を
行
使
し
て
い
る
」
こ
と
か
ら
「
い
か
に
行
政
組
織
を
指
導
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
が
社
会
全
体
に
対
す
る
指
導
性
の
実
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
か
か
わ
る
最
も
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
」
と
看
倣
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
「
役
割
が
限
ら
れ
て
い
る
」
と
い
わ
れ
て
き
た
全
人
代
や
地
方
各
級
人
代
（
両
者
を
総
称
し
て
以
下
、
人
代
）
の
政
治
的

な
存
在
が
、
最
近
に
な
っ
て
変
化
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
変
化
は
「
高
度
に
民
主
的
な
社
会
主
義
的
政
治
制
度
を
建
設
し
て
ゆ
く
こ

と
が
社
会
主
義
革
命
の
根
本
的
任
務
の
ひ
と
つ
で
あ
る
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
建
国
以
来
こ
の
任
務
を
重
視
」
し
な
か
っ
た
こ
と

が
「
『
文
化
大
革
命
』
発
生
の
重
要
な
条
件
で
あ
り
、
ま
た
痛
ま
し
い
歴
史
の
教
訓
で
あ
る
」
と
し
て
提
起
さ
れ
た
人
代
機
能
改
革

の
成
果
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
「
各
級
人
民
代
表
大
会
及
び
そ
の
常
設
機
関
を
権
威
あ
る
人
民
の
権
力
機
関
と
し
て
築
き
あ
げ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

こ
と
を
目
的
と
す
る
人
代
の
機
能
の
強
化
と
改
善
の
成
果
で
あ
る
、
人
代
の
活
動
の
活
発
化
と
政
治
的
権
威
の
向
上
で
あ
る
。

　
人
代
の
活
動
の
活
発
化
と
は
、
例
え
ば
全
人
代
で
採
択
さ
れ
た
法
律
や
決
議
・
決
定
の
数
、
そ
し
て
国
家
機
関
の
活
動
報
告
の
数
、

或
い
は
全
人
代
代
表
が
会
議
に
提
出
し
た
提
案
・
議
案
数
の
増
加
で
あ
る
。
八
○
年
代
以
前
の
全
人
代
は
、
重
大
な
政
治
的
な
課
題

を
審
議
し
て
法
律
を
制
定
し
或
い
は
決
議
・
決
定
を
下
す
こ
と
は
少
な
く
、
ま
た
代
表
か
ら
提
出
さ
れ
る
提
案
・
議
案
も
多
く
な
か
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（
4
）

っ
た
。

　
ま
た
人
代
の
政
治
的
権
威
の
向
上
と
は
、
例
え
ば
党
員
で
あ
る
人
代
領
導
幹
部
の
党
内
序
列
の
上
昇
が
そ
う
で
あ
る
。
特
に
全
人

代
で
は
第
八
期
全
人
代
以
降
、
党
中
央
政
治
局
常
務
委
委
員
が
全
人
代
常
務
委
委
員
長
に
就
い
て
い
る
。
し
か
も
第
八
期
の
喬
石
、

第
九
期
の
李
鵬
と
現
在
の
第
】
○
期
の
呉
邦
国
は
い
ず
れ
も
党
内
序
列
第
二
位
の
地
位
に
あ
る
。
地
方
各
級
人
代
に
目
を
転
じ
れ
ば
、

近
年
で
は
西
蔵
自
治
区
を
除
く
三
〇
の
省
級
行
政
区
の
省
級
党
委
書
記
は
、
党
中
央
政
治
局
員
を
兼
任
し
て
い
な
け
れ
ば
省
級
人
代

常
務
委
主
任
を
兼
任
し
て
い
る
。
省
級
党
委
書
記
に
よ
る
省
級
人
代
主
任
の
兼
任
は
、
九
〇
年
代
以
降
、
一
貫
し
て
増
加
の
傾
向
に

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
こ
う
し
た
変
化
に
注
目
す
る
先
行
研
究
は
中
国
の
政
治
過
程
の
変
容
を
強
調
す
る
。
こ
れ
ま
で
人
代
は
、
政
府
（
実
質
的
に
は
党
）

に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
法
律
案
や
人
事
案
、
決
議
・
決
定
案
、
国
家
機
関
の
活
動
報
告
案
を
無
条
件
に
承
認
す
る
存
在
に
過
ぎ
ず
、

「
橡
皮
図
章
」
と
椰
楡
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
近
年
に
な
っ
て
「
鋼
鉄
図
章
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
人
代
の
活
動
が
活
発
化
し
、
政

治
的
権
威
が
向
上
す
る
な
ど
、
そ
の
政
治
的
存
在
が
変
化
し
て
き
た
こ
と
で
、
従
来
の
「
党
委
揮
手
、
政
府
動
手
、
人
大
挙
手
」

（
党
委
が
意
思
決
定
し
、
政
府
が
意
思
決
定
に
基
づ
い
て
活
動
し
、
人
代
が
そ
れ
を
無
条
件
に
事
後
承
認
す
る
）
と
表
現
さ
れ
る
政
治
過
程

は
変
化
し
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
過
去
と
比
較
し
た
と
き
、
よ
り
顕
著
で
あ
る
。
そ
し
て
一
部
の
先
行
研
究
は
、
立
法

過
程
に
お
け
る
人
代
の
活
動
に
注
目
し
、
こ
れ
ま
で
中
国
政
治
の
権
力
の
中
心
で
あ
っ
た
党
と
行
政
機
関
の
国
務
院
と
と
も
に
人
代

が
権
力
の
中
心
の
一
つ
と
し
て
台
頭
し
て
き
た
と
指
摘
す
る
。

　
筆
者
も
ま
た
同
様
の
視
点
を
も
つ
。
し
か
し
、
こ
れ
に
加
え
て
そ
う
し
た
変
化
の
な
か
に
、
党
と
国
家
機
関
と
の
間
の
「
領
導
．

被
領
導
」
と
い
う
権
力
関
係
の
動
揺
の
可
能
性
を
観
察
す
る
。
本
稿
は
こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
い
て
党
の
人
代
に
対
す
る
領
導
の
実

態
の
検
討
を
通
じ
て
、
党
と
国
家
と
の
間
の
権
力
関
係
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
そ
の
展
望
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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二
　
党
と
人
代
と
の
間
の
権
力
関
係

　
の
　
党
・
人
代
関
係
と
党
・
国
家
関
係

　
さ
て
、
党
と
人
代
と
の
間
の
権
力
関
係
が
党
と
国
家
と
の
間
の
権
力
関
係
の
実
態
を
検
討
す
る
糸
口
と
な
り
得
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
う
言
え
る
の
は
一
つ
に
は
、
党
に
よ
る
国
家
に
対
す
る
領
導
が
党
に
よ
る
人
代
に
対
す
る
領
導
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
て
き
た
か
ら

に
他
な
ら
な
い
。

　
一
九
八
二
年
憲
法
は
、
そ
の
前
文
で
党
の
領
導
者
と
い
う
政
治
的
存
在
を
確
認
す
る
一
方
で
、
総
綱
で
人
代
を
国
家
の
権
力
機
関

と
規
定
し
た
う
え
で
、
党
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
組
織
と
個
人
は
憲
法
及
び
法
律
に
優
越
す
る
特
権
を
持
つ
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い

る
。
こ
れ
は
憲
法
が
党
を
領
導
者
で
あ
る
と
確
認
し
て
い
る
と
は
い
え
、
党
が
党
の
政
策
方
針
を
行
政
機
関
に
対
し
て
国
家
の
意
思

と
し
て
執
行
さ
せ
る
た
め
に
は
、
権
力
機
関
で
あ
る
人
代
が
党
の
意
思
を
国
家
の
意
思
と
し
て
承
認
す
る
手
続
き
を
踏
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
、
党
は
「
党
管
幹
部
」
の
原
則
を
掲
げ
、
全
人
代
の
領
導
幹
部
を
含
め
て
あ
ら
ゆ
る
国
家
機

関
の
人
事
権
を
掌
握
し
、
こ
の
こ
と
が
党
の
国
家
に
対
す
る
領
導
の
実
現
の
根
源
と
も
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
党
中
央
推
薦
の

国
家
機
関
の
領
導
幹
部
名
簿
は
、
全
人
代
が
そ
れ
を
採
択
し
な
け
れ
ば
そ
れ
は
党
の
意
思
に
過
ぎ
な
い
。
党
の
国
家
に
対
す
る
領
導

は
、
人
代
が
党
の
意
思
を
国
家
の
意
思
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
い
ま
一
つ
に
は
、
人
代
は
国
家
権
力
機
関
で
あ
り
、
人
民
の
意
思
（
民
意
）
を
表
出
す
る
場
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
そ
れ
が
形

式
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
党
は
人
民
の
意
思
を
集
約
し
て
国
家
の
意
思
を
形
成
す
る
場
で
あ
る
人
代
の
政
治
的
存
在
を
全

く
無
視
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
文
化
大
革
命
の
混
乱
を
経
て
ほ
ぽ
一
〇
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
第
四
期
全
人
代
（
一
九

七
五
年
一
月
開
催
）
は
、
わ
ず
か
会
期
五
日
間
で
一
回
の
全
体
会
議
が
開
催
さ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
代
表
か
ら
提
出
さ
れ
る
議
案

も
な
く
、
国
家
の
最
高
権
力
機
関
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
活
動
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
会
議
は
、
七
〇
年
三
月
に
毛
沢
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東
が
全
人
代
の
開
催
の
必
要
性
に
関
す
る
意
見
を
示
し
た
後
、
同
全
人
代
の
開
催
と
議
題
の
設
定
め
ぐ
っ
て
、
林
彪
・
党
副
主
席
・

国
防
部
長
と
い
わ
ゆ
る
「
四
人
組
（
江
青
、
張
春
橋
、
銚
文
元
と
王
洪
文
）
」
と
の
間
に
党
内
権
力
闘
争
が
展
開
さ
れ
た
末
に
よ
う
や

く
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
林
彪
や
「
四
人
組
」
は
、
同
会
議
の
議
題
設
定
の
主
導
権
を
掌
握
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
自
身

の
政
治
的
な
正
当
性
の
調
達
を
確
保
で
き
る
と
認
識
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
、
た
と
え
文
化
大
革
命
期
の
よ
う
な
政
治

状
況
下
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
党
に
と
っ
て
権
力
の
正
当
性
を
調
達
す
る
た
め
に
は
、
人
代
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
も
マ

ま
た
人
代
の
開
催
は
不
可
欠
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

　
そ
し
て
何
よ
り
も
、
党
は
国
家
に
対
す
る
領
導
を
実
現
す
る
「
要
」
が
、
人
代
に
対
す
る
領
導
の
実
現
と
徹
底
で
あ
る
こ
と
を
強

　
　
　
　
　
（
7
）

く
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
党
は
「
依
法
治
国
」
の
重
要
性
、
具
体
的
に
は
「
党
の
主
張
を
法
の
手
続
き
に
従
っ
て
国
家
の
意
思
、

人
民
の
意
思
に
変
更
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
の
重
要
性
を
事
有
る
度
に
繰
り
返
し
強
調
し
、
と
く
に
八
○
年
代
以
後
、
権

力
機
関
と
し
て
の
人
代
の
中
国
政
治
に
お
け
る
存
在
意
義
を
尊
重
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
口
　
党
の
人
代
に
対
す
る
領
導
の
手
段

　
こ
う
認
識
す
る
党
は
人
代
に
対
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
方
法
で
領
導
を
実
現
し
て
き
た
。
第
一
に
は
党
員
人
代
代
表
で
人
代
の
領

導
組
織
を
独
占
す
る
こ
と
で
あ
る
。
全
人
代
の
場
合
は
常
務
委
委
員
長
、
副
委
員
長
、
秘
書
長
以
下
の
領
導
幹
部
の
い
ず
れ
も
が
党

員
で
独
占
さ
れ
て
い
た
（
図
表
1
）
。

　
第
二
に
は
、
同
級
の
党
委
員
会
（
以
下
、
党
委
）
の
領
導
下
に
党
員
人
代
領
導
幹
部
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
党
組
織
を
組
織
し
、

同
級
党
委
の
意
思
を
人
代
常
務
委
（
よ
り
具
体
的
に
は
党
員
人
代
常
務
委
委
員
、
さ
ら
に
は
非
党
員
の
人
代
常
務
委
委
員
）
に
伝
達
す
る

た
め
の
窓
口
と
し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
全
人
代
常
務
委
の
場
合
は
、
党
員
の
常
務
委
委
員
長
を
書
記
と
す
る
全
人
代
常
務

委
党
組
と
、
党
員
の
常
務
委
秘
書
長
を
書
記
と
す
る
全
人
代
常
務
委
機
関
党
組
が
そ
れ
で
あ
る
。
前
者
は
党
中
央
政
治
局
の
領
導
下
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図表1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法学研究78巻1号（2005＝1）

第9期全人代常務委委員長会議構成員のなかの党員（太字部分は党組構成員）

第9期全人代常務委委員長会議（1998年3月選出）（総数20名）

委員長

副委員長

秘書長

李鵬

田紀雲、謝非、姜春雲、雛家華、布赫、鉄木毎・達瓦買提、呉陸平、彰颯雲、

何魯麗、周光召、曹志、成克傑

何椿森

党組書記 李鵬（政治局常務委員）

党組副書記 田紀雲（政治局員）

党組組員 曹志

・全人代常務委委員長会議構成員20名中、14名が党員。

・全人代常務委委員134名のなかの党員は102人。

図表2　中国共産党第9期全人代常務委党組・全人代常務委機関党組の構成員

　中国共産党第9期全人代常務委党組　　　　　　　中国共産党全人代常務委機関党組

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　党組書記　何椿森

図表3　各期全人代及び常務委の党員代表・委員比率の推移

第1期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期 第7期 第8期 第9期
全人代 55．5％ 57．8％ 54．8％ 76．3％ 72．8％ 62．5％ 66．8％ 68．4％ 71．5％

常務委 50．6％ 50．6％ 58．3％ 72．3％ 78．1％ 72．9％ 69．0％ 69．7％ 74％

図表4　各期省級人代の党員代表比率の推移

1988年 1993年 1998年

省級 68．5％ 70．3％ 72．3％

市級 66．6％ 70．2％ 75．2％

県級 69．2％ 70．4％ 72．2％

郷級 59．2％ 60．2％ 61．2％
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に
置
か
れ
て
全
人
代
常
務
委
の
意
思
決
定
機
構
で
あ
る
全
人
代
常
務
委
委
員
長
会
議
に
対
し
て
、
後
者
は
党
中
央
国
家
機
関
工
作
委

員
会
の
領
導
下
に
置
か
れ
て
事
務
機
構
で
あ
る
全
人
代
常
務
委
秘
書
処
に
対
し
て
、
党
の
意
思
を
伝
達
す
る
窓
口
と
な
っ
た
。
ま
た

同
時
に
こ
れ
ら
の
党
組
は
、
意
思
決
定
や
事
務
処
理
の
過
程
で
生
じ
た
諸
問
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
党
中
央
に
報
告
し
、
指
示
を
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

う
窓
口
と
し
て
も
機
能
し
て
き
た
（
図
表
2
）
。
ま
た
全
人
代
会
議
に
際
し
て
は
、
会
議
開
催
の
前
日
に
全
人
代
常
務
委
党
組
が
各

代
表
団
の
党
員
責
任
者
を
招
集
し
て
党
員
代
表
責
任
者
会
議
を
開
催
し
、
席
上
、
党
中
央
総
書
記
が
重
要
講
話
を
お
こ
な
っ
て
、
党

中
央
の
今
次
人
代
会
議
に
対
す
る
方
針
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
同
会
議
に
お
い
て
、
党
中
央
の
主
要
な
領
導
幹

部
、
組
織
部
部
長
、
全
人
代
常
務
委
党
組
組
員
ら
を
構
成
員
と
す
る
党
領
導
小
組
が
組
織
さ
れ
る
。
同
小
組
は
、
各
代
表
団
に
組
織

さ
れ
る
臨
時
党
支
部
と
と
も
に
党
中
央
の
領
導
下
に
置
か
れ
て
、
党
の
意
思
を
直
接
党
員
や
非
党
員
人
代
代
表
に
伝
達
す
る
臨
時
党

組
織
と
し
て
の
役
割
を
担
う
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
第
三
に
は
、
人
代
代
表
の
過
半
数
以
上
を
占
め
る
党
員
人
代
代
表
が
党
委
の
意
思
を
支
持
す
る
（
党
員
人
代
代
表
が
党
議

拘
束
を
遵
守
す
る
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
党
は
人
代
の
議
決
権
を
掌
握
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
全
人
代
の
場
合
は
、
第
九
期
全
人
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
（
1
0
）

に
お
い
て
は
七
一
・
五
％
が
党
員
で
あ
り
、
そ
の
常
務
委
に
つ
い
て
は
七
四
％
が
党
員
で
あ
っ
た
（
図
表
3
、
図
表
4
）
。

　
こ
う
し
た
三
つ
の
手
段
を
通
じ
て
人
代
に
対
す
る
領
導
の
実
現
と
徹
底
を
図
っ
て
き
た
党
で
あ
る
が
、
そ
の
要
と
な
る
の
は
第
三

の
党
員
人
代
代
表
が
党
議
拘
束
を
遵
守
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
憲
法
第
六
四
条
等
が
全
人
代
の
意
思
は
そ
の
過
半
数
の
賛
成

で
決
定
さ
れ
る
と
定
め
て
い
る
よ
う
に
、
全
人
代
を
含
む
各
級
の
人
代
の
意
思
決
定
は
人
代
代
表
総
数
の
過
半
数
以
上
の
承
認
を
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

っ
て
下
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
前
述
の
と
お
り
、
人
代
に
提
出
さ
れ
る
議
案
（
国
家
機
関
活
動
報
告
案
、
法
律
案
、
決
議
・
決
定
案
、
人
事
案
な
ど
）
は
、
原
則
と
し

て
全
て
、
同
級
の
党
委
が
承
認
し
、
人
代
に
対
し
て
推
薦
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
例
え
ば
人
代
に
提
出
さ
れ
た
国
家
機
関

の
人
事
議
案
は
、
人
代
会
議
に
お
い
て
過
半
数
以
上
の
代
表
の
支
持
を
得
て
採
択
さ
れ
る
ま
で
は
、
た
だ
の
党
が
推
薦
す
る
人
事
案
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に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
は
人
代
代
表
の
過
半
数
以
上
の
承
認
が
得
ら
れ
て
初
め
て
国
家
の
意
思
と
成
る
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
党
に
と
っ

て
党
の
意
思
を
国
家
の
意
思
に
無
条
件
に
置
き
換
え
る
こ
と
の
保
障
と
な
る
の
が
、
過
半
数
以
上
を
占
め
る
党
員
人
代
代
表
の
存
在

で
あ
り
、
彼
ら
が
党
の
意
思
を
遵
守
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
党
議
拘
束
を
遵
守
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
党
の
国
家
に
対
す
る
領
導
が
実
現
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、
近
年
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
党
員
人
代
代
表
が
党

議
拘
束
に
造
反
す
る
事
例
が
観
察
さ
れ
て
い
る
。
党
や
政
府
が
提
案
す
る
人
事
案
や
法
律
草
案
、
国
家
機
関
の
活
動
報
告
案
等
の
議

案
を
人
代
は
無
条
件
に
承
認
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
そ
れ
を
党
の
人
代
に
対
す
る
領
導
の
動
揺
、
現
代
中
国
の
政
治
体

制
の
動
揺
と
考
え
る
。
以
下
事
例
を
挙
げ
て
そ
の
実
態
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
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三
　
党
議
拘
束
に
造
反
す
る
党
員
人
代
代
表

　
の
　
全
人
代
で
の
事
例

　
　
（
12）

　
図
表
5
は
、
第
八
期
全
人
代
第
一
回
会
議
か
ら
第
一
〇
期
全
人
代
第
一
回
会
議
に
到
ま
で
の
政
府
活
動
報
告
と
最
高
人
民
法
院
活

動
報
告
、
最
高
人
民
検
察
院
活
動
報
告
の
審
議
を
終
え
た
後
の
表
決
の
際
に
、
こ
れ
ら
の
報
告
に
承
認
票
を
投
じ
た
代
表
の
比
率
で

あ
る
。
図
表
に
明
ら
か
の
よ
う
に
、
一
九
九
七
、
九
八
、
〇
一
、
〇
三
年
に
開
催
さ
れ
た
会
議
で
は
、
最
高
人
民
法
院
活
動
報
告
に

対
す
る
支
持
票
比
率
が
党
員
比
率
を
下
回
っ
て
い
る
。
数
字
の
上
で
は
、
「
支
持
票
比
率
－
党
員
比
率
」
の
差
が
党
議
拘
束
に
造
反

し
た
党
員
代
表
比
率
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
活
動
報
告
が
党
員
人
代
代
表
比
率
を
下
回
る
支
持
票
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
は
、
党
員
人
代
代
表
の
一
部
が
党
議
拘
束
を
無
視
し
た
「
党
議
へ
の
不
支
持
」
の
意
思
の
票
が
投
じ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。

　
図
表
5
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
国
家
機
関
の
活
動
報
告
に
対
す
る
支
持
票
が
党
員
代
表
比
率
を
下
回
る
事
例
は
、
一
九
九
〇
年
代
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図表5　全人代での主要国家機関活動報告の支持得票比率

党員比率 政府活動報告
最高人民法院

活動報告

最高人民検察院

活動報告

第8期第1回（93年）

68．4％

98．6％ 89．62％ 78．75％

第8期第2回（94年） 97．6％ 82．1％ 86．6％

第8期第3回（95年） 96，go6 78．6％ 81．8％

第8期第4回（96年） 97．3％ 70．2％ 80．8％

第8期第5回（97年） 97．2％ 59．6％ 67．6％

第9期第1回（98年）

71．5％

99．2％ 55．1％ 74．6％

第9期第2同（99年） 98．4％ 77．9％ 77．7％

第9期第3回（00年） 97，196 71．7％ 74，496

第9期第4回（Ol年） 97，7qo 67．2％ 75．0％

第9期第5回（02年） 97．5％ 72．6％ 72．0％

第10期第1同（03年） 72．9％ 99．39。 72．2％ 79．4％

以
降
に
な
っ
て
観
察
さ
れ
る
よ
う
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
他
方
、
国

務
院
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
法
律
案
が
全
人
代
（
常
務
委
）
に
提
出

さ
れ
た
後
、
同
法
律
案
を
全
人
代
（
常
務
委
）
が
審
議
し
採
決
す
る

際
に
非
党
員
比
率
を
上
回
る
批
判
票
が
投
じ
ら
れ
る
事
例
は
、
そ
れ

以
前
よ
り
も
早
く
一
九
八
O
年
代
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

一
九
八
九
年
四
月
の
第
七
期
全
人
代
第
一
回
会
議
に
お
い
て
採
択
さ

れ
た
「
深
馴
市
経
済
特
区
に
立
法
権
を
授
与
す
る
こ
と
に
関
す
る
決

定
」
に
対
し
て
は
、
全
人
代
代
表
総
数
の
四
〇
・
】
四
％
の
批
判
票

（
反
対
、
棄
権
お
よ
び
未
投
票
を
含
む
）
が
投
じ
ら
れ
て
い
る
（
第
七
期

全
人
代
の
党
員
代
表
比
率
は
六
六
・
八
％
）
。
こ
の
他
、
審
議
の
過
程

で
党
員
代
表
を
含
む
多
く
の
代
表
が
、
提
出
さ
れ
た
議
案
（
法
律
案

や
決
議
案
）
に
反
対
の
意
思
を
表
明
し
た
結
果
、
「
機
が
熟
さ
な
い
」

と
し
て
継
続
審
議
と
し
て
処
理
さ
れ
た
も
の
、
或
い
は
否
決
さ
れ
た

も
の
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
継
続
審
議
さ
れ
た
議
案
と
し
て
代
表
的

な
も
の
は
「
長
江
三
峡
ダ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
建
設
に
関
す
る
決

議
」
（
第
六
期
全
人
代
第
四
回
会
議
で
継
続
審
議
、
第
七
期
全
人
代
第
五

回
会
議
で
採
択
）
、
「
中
華
人
民
共
和
国
破
産
法
」
（
第
六
期
全
人
代
常

務
委
第
一
六
回
会
議
、
第
一
七
回
会
議
で
は
継
続
審
議
と
さ
れ
、
第
一
八

回
会
議
で
採
択
）
、
「
中
華
人
民
共
和
国
村
民
委
員
会
組
織
法
」
な
ど
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図表6　1990年代の全人代会議に提出された法案人事案に対する支持票投票結果

法案・入事案名 党員比率 支持票比率

第7期第5回会議（92年） 三峡ダムプロジェクト着工に関する決議 66．8％ 67．75％

第8期第1回会議（93年） 国務委員李鉄映任命案

68．4％

70．34％

第8期第2回会議（94年） 中華人民共和国予算法 78．97％

第8期第3回会議（95年）

国務院副総理姜春雲任免案 63．68％

中華人民共和国教育法 74．2％

中華人民共和国銀行法 66．5％

が
あ
る
。
ま
た
否
決
さ
れ
た
も
の
は
「
中
華
人
民
共
和
国
都
市
居
民
委
員
会
組
織
法
（
草

案
）
」
（
第
七
期
全
人
代
常
務
委
第
一
五
回
会
議
）
、
「
中
華
人
民
共
和
国
道
路
法
の
修
正
に
関
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

る
決
定
（
草
案
）
」
（
第
九
期
全
人
代
常
務
委
第
九
回
会
議
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
他
、
図
表
6

に
示
す
よ
う
な
法
律
案
や
人
事
案
は
否
決
さ
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
党
員
比
率
に

近
接
し
た
支
持
票
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
関
連
す
る
事
例
と
し
て
最
も
有
名
で
あ
る
の
は
、
一
九
八
九
年
六
月
の
天
安
門
事
件
直
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
15
）

の
第
七
期
全
人
代
常
務
委
緊
急
会
議
開
催
を
め
ぐ
る
動
き
だ
ろ
う
。
周
知
の
と
お
り
天
安
門

事
件
の
直
前
の
五
月
一
九
日
に
、
党
政
軍
中
央
と
北
京
市
の
領
導
幹
部
が
出
席
す
る
党
・
政

府
・
軍
幹
部
大
会
が
開
催
さ
れ
、
国
務
院
に
よ
っ
て
北
京
市
の
一
部
に
戒
厳
令
が
布
告
さ
れ

た
。
当
時
こ
の
戒
厳
令
布
告
に
反
対
す
る
知
識
人
と
と
も
に
一
部
の
全
人
代
常
務
委
委
員
が
、

憲
法
第
六
八
条
の
「
全
人
代
常
務
委
委
員
長
は
全
人
代
常
務
委
を
招
集
す
る
」
と
の
規
定
に

基
づ
い
て
全
人
代
常
務
委
委
員
長
が
常
務
委
を
開
催
し
、
ま
た
憲
法
第
六
一
条
第
七
項
の
規

定
に
基
づ
い
て
「
国
務
院
が
制
定
し
た
憲
法
や
法
律
に
抵
触
す
る
行
政
法
規
や
決
定
、
命
令

を
撤
廃
す
る
」
か
、
若
し
く
は
憲
法
第
六
七
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
全
人
代
常
務
委
が
全
人

代
会
議
を
招
集
し
て
事
態
の
収
集
を
図
る
よ
う
要
求
す
る
請
願
書
を
取
り
ま
と
め
た
。
一
部

の
報
道
に
よ
れ
ば
、
全
人
代
常
務
委
緊
急
会
議
の
開
催
の
た
め
に
請
願
書
に
賛
同
し
署
名
し

た
全
人
代
常
務
委
委
員
は
、
第
七
期
全
人
代
常
務
委
委
員
｝
五
五
名
の
約
三
分
の
一
に
相
当

す
る
五
七
名
に
達
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
際
、
請
願
書
の
取
り
ま
と
め
を
お

こ
な
っ
た
の
が
党
員
で
あ
る
胡
績
偉
・
第
七
期
全
人
代
常
務
委
委
員
で
あ
っ
た
。
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と
り
わ
け
五
月
一
九
日
の
戒
厳
令
布
告
後
に
、
胡
が
全
人
代
常
務
委
緊
急
会
議
開
催
を
求
め
る
署
名
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
二
一
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

の
党
員
常
務
委
委
員
を
含
む
三
八
名
の
常
務
委
委
員
が
署
名
に
名
を
連
ね
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
宋
汝
券
・
全
人
代
常

務
委
法
制
工
作
委
副
主
任
な
ど
、
全
人
代
の
重
要
な
職
位
に
つ
い
て
い
る
党
員
全
人
代
常
務
委
を
含
む
八
名
も
口
頭
で
賛
意
を
示
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

た
と
一
部
で
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
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⇔
　
地
方
各
級
人
代
で
の
事
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
地
方
各
級
人
代
で
も
党
員
人
代
代
表
が
党
議
拘
束
に
造
反
す
る
活
動
は
い
く
つ
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
中
華
人
民
共
和

国
地
方
各
級
人
民
代
表
大
会
と
地
方
各
級
人
民
政
府
組
織
法
」
（
以
下
、
組
織
法
）
が
一
九
八
六
年
に
改
正
さ
れ
た
後
の
八
八
年
前
後

に
実
施
さ
れ
た
二
七
の
省
級
国
家
機
関
副
職
幹
部
以
上
選
挙
の
結
果
が
そ
う
で
あ
る
。

　
同
法
の
修
正
に
よ
っ
て
、
副
職
幹
部
を
選
挙
す
る
際
に
は
「
差
額
選
挙
」
（
定
数
よ
り
も
立
候
補
者
が
多
い
選
挙
の
こ
と
）
の
実
施

が
必
ず
要
求
さ
れ
、
ま
た
正
職
幹
部
選
挙
に
際
し
て
は
差
額
選
挙
の
導
入
が
で
き
る
（
立
候
補
者
が
】
人
し
か
い
な
い
場
合
は
実
施
し

な
く
て
よ
い
と
さ
れ
た
）
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
全
国
の
省
級
国
家
機
関
の
正
副
職
幹
部
選
挙
に
は
、
事
実
上
党
推
薦
で
あ
る
省

級
人
代
主
席
団
推
薦
の
候
補
と
と
も
に
、
省
級
人
代
代
表
が
連
名
し
て
推
薦
を
し
た
候
補
（
省
級
人
代
主
席
団
が
推
薦
し
な
か
っ
た
候

補
で
あ
り
、
事
実
上
非
党
推
薦
）
も
ま
た
立
候
補
す
る
こ
と
が
制
度
的
に
保
障
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
実
施
さ
れ
た
同
新
選
挙

制
度
の
下
で
、
五
四
一
人
の
主
席
団
推
薦
候
補
と
一
〇
五
人
の
代
表
推
薦
候
補
が
そ
れ
ぞ
れ
出
馬
し
、
全
て
の
副
職
幹
部
選
挙
に
加

え
て
一
二
の
正
職
幹
部
の
選
挙
（
省
人
代
常
務
委
主
任
と
八
つ
の
省
の
省
長
、
一
五
の
省
の
法
院
院
長
お
よ
び
検
察
院
検
察
長
選
挙
）
で
差

額
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
一
二
名
の
代
表
が
連
名
し
て
推
薦
し
た
候
補
が
当
選
し
（
河
北
、
江
西
、
湖
南
、
甘
粛
省
人
代

常
務
委
主
任
、
江
西
、
寧
夏
人
代
常
務
委
副
主
任
各
｝
名
、
天
津
、
上
海
、
安
徽
、
漸
江
、
河
南
等
の
省
・
市
に
お
け
る
副
省
・
市
長
各
一
名
、

江
蘇
省
法
院
院
長
一
名
）
、
他
方
に
お
い
て
、
九
名
の
主
席
団
推
薦
候
補
（
河
北
、
広
西
、
陳
西
、
甘
粛
、
青
海
な
ど
の
六
名
の
副
省
長
、
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（
1
9
）

広
東
省
法
院
院
長
、
河
南
、
陳
西
省
検
察
院
検
察
長
）
が
落
選
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
主
席
団
が
推
薦
し
た
候
補
の
落
選
、
と
い
う

選
挙
結
果
は
、
党
員
人
代
代
表
の
一
部
が
主
席
団
推
薦
候
補
へ
支
持
票
を
投
じ
な
か
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
党
委
の
推
薦
に
造

反
し
た
党
員
人
代
代
表
の
存
在
を
確
認
で
き
よ
う
。

　
な
お
、
そ
の
後
の
一
九
九
三
年
前
後
に
実
施
さ
れ
た
省
級
国
家
機
関
幹
部
選
挙
で
は
、
漸
江
省
と
貴
州
省
に
お
い
て
主
席
団
推
薦

候
補
が
落
選
し
、
さ
ら
に
は
九
八
年
に
実
施
さ
れ
た
選
挙
で
は
八
つ
の
省
級
副
職
国
家
機
関
幹
部
（
湖
南
、
湖
北
、
漸
江
、
安
徽
省
の

副
省
長
、
北
京
、
安
徽
、
湖
北
の
人
代
常
務
委
副
主
任
、
山
西
省
の
人
代
常
務
委
秘
書
長
）
選
挙
に
お
い
て
主
席
団
推
薦
候
補
の
落
選
が

　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
事
例
と
と
も
に
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
は
、
二
〇
〇
一
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
二
期
藩
陽
市
人
代
第
四
回
会
議
に

お
い
て
藩
陽
市
中
級
法
院
活
動
報
告
が
否
決
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
理
由
は
、
一
つ
に
は
国
家
機
関
の
活
動
報
告
が
市

級
と
い
う
比
較
的
上
級
の
行
政
級
の
人
代
会
議
で
否
決
さ
れ
た
初
め
て
の
事
例
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
同
「
活
動
報
告
」
を
表
決
し
た
一
四
日
の
会
議
に
は
、
五
〇
四
名
の
第
一
二
期
藩
陽
市
人
代
代
表
の
う
ち
四
七
四
名
が
出
席
し
て

お
り
、
表
決
に
際
し
て
は
二
一
八
名
が
賛
成
票
を
、
一
六
二
名
が
反
対
票
を
投
じ
、
八
二
名
が
棄
権
、
九
名
が
未
投
票
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
、
活
動
報
告
は
出
席
者
の
多
数
の
承
認
を
得
て
い
た
も
の
の
、
「
組
織
法
」
（
一
九
九
五
年
に
再
修
正
）
第
二
〇
条
は
「
地

方
各
級
人
代
に
お
け
る
選
挙
や
決
議
は
代
表
全
体
の
過
半
数
の
賛
成
を
以
っ
て
通
過
す
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
賛
成
票
が
五
〇
四

名
の
過
半
数
二
五
二
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
否
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
藩
陽
市
人
代
の
全
代
表
に
占
め
る
党
員
代
表
比
率
は
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
遼
寧
省
下
の
各
市
人
代
代
表
に
占
め
る
党
員
代
表
比
率
の
平
均
値
が
七
八
・
七
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
藩
陽
市
人
代

代
表
の
党
員
代
表
比
率
も
こ
れ
と
同
水
準
だ
と
す
れ
ば
、
溝
陽
市
中
級
法
院
活
動
報
告
に
対
し
て
党
員
藩
陽
市
人
代
代
表
の
約
四
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

％
が
党
議
に
造
反
し
て
不
支
持
票
（
反
対
、
棄
権
、
未
投
票
）
を
投
じ
た
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
こ
の
事
例
が
関
心
を
集
め
た
い
ま
一
つ
の
理
由
は
、
国
家
機
関
の
活
動
報
告
が
代
表
全
体
の
過
半
数
の
支
持
を
得
ら
れ
な
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か
っ
た
場
合
の
議
事
手
続
き
に
つ
い
て
関
連
す
る
法
を
規
定
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
議
事
が
混
乱
し
た
か
ら
で
あ
る
。
「
組
織

法
」
の
第
八
条
は
、
地
方
各
級
人
代
の
職
権
の
一
つ
と
し
て
「
同
級
の
人
民
政
府
と
人
民
法
院
、
そ
し
て
人
民
検
察
院
の
活
動
報
告

を
聴
取
し
審
議
す
る
」
と
だ
け
規
定
し
、
ま
た
同
第
二
〇
条
は
「
地
方
各
級
人
代
に
お
け
る
選
挙
や
決
議
は
代
表
全
体
の
過
半
数
の

賛
成
を
以
っ
て
通
過
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
報
道
に
よ
れ
ば
一
四
日
の
表
決
で
活
動

報
告
が
否
決
さ
れ
た
後
の
議
事
進
行
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
、
同
会
議
の
議
事
進
行
を
担
う
第
二
一
期
藩
陽
市
人
代
第
四
回
会
議
主

席
団
は
議
場
で
緊
急
会
議
を
開
催
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
「
代
表
ら
の
前
で
議
論
を
し
た
」
こ
と
は
、
異
例
な
こ
と
で
あ
っ

　
　
（
盟
）

た
と
い
う
。

「
異
例
な
」
会
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
結
果
、
主
席
団
は
「
否
決
さ
れ
た
活
動
報
告
を
第
二
】
期
藩
陽
市
人
代
常
務
委
が
引
き
続
き
審

議
し
、
審
議
結
果
を
次
回
開
催
さ
れ
る
藩
陽
市
人
代
会
議
に
て
報
告
す
る
」
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
後
に
藩
陽
市
人
代
常
務
委
主
任

会
議
は
、
議
事
手
続
き
の
あ
り
方
を
再
度
検
討
し
、
「
人
代
常
務
委
が
活
動
報
告
を
継
続
審
査
す
る
よ
り
も
、
人
代
会
議
が
活
動
報

告
を
再
度
審
議
し
た
ほ
う
が
よ
り
適
当
で
あ
る
」
と
の
判
断
に
も
と
づ
き
、
第
一
二
期
藩
陽
市
人
代
第
五
回
会
議
を
開
催
し
て
再
度

活
動
報
告
を
審
議
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
実
際
に
渚
陽
市
人
代
常
務
委
は
、
同
年
四
月
に
第
一
二
期
渚
陽
市
人
代
常
務
委

第
二
五
回
会
議
を
開
催
し
、
第
一
二
期
藩
陽
市
人
代
第
五
回
会
議
を
召
集
し
て
人
民
法
院
の
点
検
改
革
活
動
報
告
と
二
〇
〇
一
年
活

動
方
針
報
告
を
聴
取
す
る
こ
と
に
関
す
る
決
定
を
採
択
し
、
そ
の
後
同
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
一
期
溝
陽
市
人
代
第
五
回
会
議

に
お
い
て
「
藩
陽
市
中
級
人
民
法
院
の
点
検
改
革
活
動
報
告
と
二
〇
〇
一
年
活
動
方
針
報
告
」
が
再
審
議
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
同

活
動
報
告
は
、
全
て
の
市
人
代
代
表
の
八
九
・
九
％
の
支
持
票
を
得
て
採
択
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
全
代
表
四
三
九
人
の
う
ち
、
三
九

　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

五
人
の
代
表
が
支
持
）
。

「
組
織
法
」
な
ど
人
代
の
議
事
手
続
き
を
定
め
た
法
が
想
定
し
て
い
な
い
事
態
の
発
生
は
、
他
に
も
数
件
確
認
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
二
〇
〇
三
年
の
湖
南
省
岳
陽
市
市
長
選
挙
で
あ
る
。
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二
〇
〇
三
年
一
月
一
日
、
湖
南
省
岳
陽
市
第
五
期
人
民
代
表
大
会
第
一
回
会
議
に
お
い
て
、
市
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
同
市
長

選
挙
へ
の
立
候
補
は
、
副
市
長
、
常
務
副
市
長
や
市
長
を
歴
任
し
、
岳
陽
市
で
の
活
動
経
歴
が
一
二
年
に
お
よ
ぶ
羅
碧
昇
一
人
だ
け

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
組
織
法
」
の
第
二
二
条
に
も
と
づ
い
て
「
同
額
選
挙
」
が
実
施
さ
れ
た
。
つ
ま
り
同
市
長
選
挙
は
事
実
上
、

人
代
代
表
に
よ
る
羅
に
対
す
る
信
任
投
票
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
選
挙
の
結
果
、
市
長
候
補
の
羅
は
落
選
し
た
。
岳
陽
市
人
代
代
表
総
数
四
三
四
人
中
、
選
挙
に
四
三
二
人
が
参
加
し
、
羅
は
こ
の

う
ち
二
〇
三
票
の
承
認
票
を
得
た
が
、
「
組
織
法
」
第
二
〇
条
は
代
表
の
過
半
数
の
得
票
を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
当
選
す
る
と
規
定

し
て
お
り
、
落
選
は
羅
の
得
票
が
当
選
基
準
で
あ
る
人
代
代
表
総
数
の
過
半
数
（
二
一
七
票
）
を
下
回
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
結

果
は
、
無
論
党
員
人
代
代
表
に
よ
る
党
議
へ
の
造
反
が
原
因
と
い
え
よ
う
。
羅
の
立
候
補
は
、
主
席
団
の
推
薦
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
岳
陽
市
党
委
の
推
薦
で
あ
っ
た
。
こ
の
岳
陽
市
党
委
の
意
思
に
党
員
人
代
代
表
の
一
部
は
反
意
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
湖
南

省
下
の
市
級
人
代
の
党
員
人
代
代
表
比
率
は
七
六
・
八
一
％
で
あ
り
、
岳
陽
市
人
代
の
党
員
代
表
比
率
も
こ
れ
に
準
じ
る
と
す
れ
ば
、

一
月
一
日
に
実
施
さ
れ
た
第
一
回
選
挙
で
は
党
員
人
代
代
表
の
造
反
率
（
党
員
人
代
代
表
の
な
か
で
羅
に
支
持
票
を
投
じ
な
か
っ
た
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

員
代
表
の
比
率
）
は
、
多
く
見
積
も
っ
て
三
九
・
二
％
（
三
三
四
人
中
二
一
二
人
）
と
な
る
。

　
さ
て
、
こ
の
落
選
の
二
日
後
の
一
月
三
日
に
、
岳
陽
市
人
代
は
再
度
人
代
会
議
を
開
催
し
、
再
度
市
長
選
挙
を
実
施
し
、
こ
の
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

挙
の
結
果
、
羅
は
三
三
五
票
の
支
持
を
得
て
（
選
挙
に
参
加
し
た
の
は
四
一
六
名
）
当
選
を
果
た
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
実
は
こ
の
再
選

挙
の
実
施
の
手
続
き
が
、
溝
陽
市
人
代
で
の
中
級
法
院
活
動
報
告
の
否
決
と
同
じ
よ
う
に
、
法
の
不
備
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。　

た
し
か
に
「
組
織
法
」
第
二
四
条
が
、

　
「
地
方
各
級
人
民
代
表
大
会
が
同
級
国
家
機
関
の
領
導
者
を
選
挙
す
る
。
こ
の
と
き
、
過
半
数
の
票
を
得
た
候
補
者
が
定
数
を
超
過
し
た
場

　
合
、
得
票
の
多
い
順
に
当
選
と
す
る
。
そ
し
て
得
票
数
が
同
数
で
当
選
者
を
確
定
で
き
な
い
場
合
、
同
得
票
者
が
立
候
補
者
と
な
っ
て
再
選
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挙
を
実
施
す
る
。
ま
た
過
半
数
の
票
を
得
た
候
補
者
が
定
数
を
下
回
っ
た
場
合
、
不
足
の
定
数
部
分
に
つ
い
て
再
度
選
挙
を
お
こ
な
う
。
こ

の
と
き
、
得
票
順
に
当
選
と
し
て
も
よ
い
し
、
本
法
規
定
（
過
半
数
の
得
票
者
が
当
選
。
同
得
票
に
て
当
選
者
を
確
定
で
き
な
い
場
合
は
別

に
選
挙
）
の
と
お
り
に
選
挙
を
実
施
し
て
も
よ
い
。
定
数
に
満
た
な
か
っ
た
部
分
の
選
挙
は
、
選
挙
を
実
施
し
た
会
議
で
実
施
し
て
も
よ
い

し
、
次
回
に
開
催
さ
れ
る
人
代
会
議
で
実
施
し
て
も
よ
い
」

と
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
同
規
定
は
「
差
額
選
挙
」
を
実
施
し
た
際
の
場
合
で
あ
り
、
他
方
に
お
い
て
岳
陽
市
市
長
選
挙
の
よ
う

な
「
同
額
選
挙
」
の
事
例
に
つ
い
て
は
規
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
岳
陽
市
人
代
は
再
選
挙
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
長
を
選

出
し
た
が
、
「
定
数
が
一
人
、
立
候
補
者
が
一
人
の
選
挙
で
、
立
候
補
者
が
代
表
の
過
半
数
の
信
任
を
得
ら
れ
ず
、
再
選
挙
の
実
施

の
必
要
性
が
あ
る
場
合
」
を
「
組
織
法
」
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
月
三
日
に
実
施
さ
れ
た
岳
陽
市
市
長
選

挙
は
、
な
ん
ら
法
的
根
拠
の
な
い
ま
ま
実
施
さ
れ
た
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
言
え
ば
、
同
市
長
選
挙
の
や
り
直
し
選
挙
は
「
組
織
法
」
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
同
法
第
二
二
条
が
「
県

級
以
上
の
地
方
各
級
人
代
に
お
け
る
国
家
機
関
領
導
幹
部
選
挙
を
実
施
す
る
に
際
し
て
は
、
候
補
者
の
発
表
お
よ
び
紹
介
、
（
立
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

補
者
数
が
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
正
式
候
補
者
数
を
超
え
た
場
合
、
正
式
候
補
者
数
選
定
の
た
め
の
）
協
議
の
時
間
は
、
二
日
以
上
設
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
再
選
挙
に
羅
候
補
が
再
度
立
候
補
す
る
こ
と
を
選
挙
管
理
組
織
で
あ
る
岳

陽
市
人
代
主
席
団
が
公
表
し
た
の
は
、
三
日
午
後
三
時
で
あ
り
、
そ
の
後
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
の
は
午
後
五
時
一
〇
分
で
あ
っ
た
。

そ
の
間
僅
か
二
時
問
で
あ
り
、
同
法
が
規
定
す
る
期
間
よ
り
短
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
加
え
て
、
実
を
言
え
ば
同
や
り
直
し
選
挙
の
実
施
は
党
内
規
定
に
も
反
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
党
に
よ
る
国
家
機
関
の
幹
部
の

推
薦
お
よ
び
任
命
活
動
に
関
す
る
党
内
規
定
で
あ
る
「
党
政
領
導
幹
部
の
選
抜
任
用
活
動
条
例
」
第
四
八
条
は
、
「
党
委
員
会
が
推

薦
し
た
党
政
領
導
幹
部
が
人
代
に
お
い
て
落
選
し
た
場
合
、
党
委
は
必
要
に
応
じ
て
別
の
人
物
を
推
薦
し
て
も
よ
い
し
、
或
い
は
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

期
人
民
代
表
大
会
に
お
い
て
同
一
人
物
を
推
薦
し
て
も
よ
い
」
と
規
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
同
条
に
よ
れ
ば
、
岳
陽
市
第
五
期
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人
民
代
表
大
会
第
一
回
会
議
の
開
会
中
の
一
月
一
日
に
実
施
さ
れ
た
市
長
選
挙
に
落
選
し
た
羅
候
補
は
、
次
期
に
招
集
さ
れ
る
岳
陽

市
第
五
期
人
民
代
表
大
会
第
二
回
会
議
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
市
長
選
挙
に
は
立
候
補
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
同
じ
第
一
回
会
議

の
会
期
中
の
一
月
三
日
に
再
度
実
施
さ
れ
た
選
挙
に
は
立
候
補
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

「
組
織
法
」
が
、
議
案
が
否
決
さ
れ
た
場
合
の
議
事
手
続
き
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、
選

挙
を
通
じ
て
七
〇
％
以
上
の
党
員
人
代
代
表
を
人
代
に
送
り
込
ん
で
き
た
党
に
と
っ
て
、
党
が
提
出
し
た
「
議
案
の
否
決
」
と
い
う

事
態
は
、
そ
れ
ま
で
有
り
得
な
い
こ
と
と
認
識
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
党
は
、
国
家
機
関
の
活
動
報
告
の
審
議
や

国
家
機
関
幹
部
選
挙
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
党
員
代
表
が
党
議
拘
束
を
遵
守
す
る
こ
と
を
当
然
視
し
て
い
た
た
め
に
、
審
議
や
選

挙
の
結
果
、
党
の
意
思
が
支
持
さ
れ
る
こ
と
は
問
違
い
な
い
と
確
信
し
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
関
係
す
る

法
律
に
議
案
の
否
決
や
候
補
者
の
落
選
後
の
議
事
手
続
き
に
関
す
る
記
載
の
不
備
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
も
気
が
つ
く
こ
と
は
な
か

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
近
年
の
党
は
、
党
員
代
表
が
党
議
拘
束
に
造
反
す
る
事
例
の
増
加
に
危
機
意
識
を
抱
く
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
発
生
す
る

で
あ
ろ
う
議
事
手
続
き
の
不
備
の
問
題
の
解
決
に
対
し
て
取
り
組
み
始
め
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
李
鵬
飛
・
第
一
〇
期
全
人
代
香

港
地
区
代
表
（
親
中
系
の
自
由
党
元
党
首
）
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
一
年
の
藩
陽
市
人
代
の
事
例
を
契
機
と
す
る
か
の
よ
う
に
、
二
〇

〇
二
年
の
第
九
期
全
人
代
第
四
回
会
議
開
催
期
間
中
に
人
代
会
議
に
お
い
て
審
議
さ
れ
る
活
動
報
告
を
提
出
し
た
国
家
機
関
や
全
人

代
常
務
委
　
公
庁
の
担
当
者
か
ら
活
動
報
告
に
対
し
て
支
持
票
を
投
じ
る
よ
う
、
は
じ
め
て
香
港
地
区
代
表
団
に
対
し
て
「
根
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

し
」
が
な
さ
れ
た
と
い
う
。

　
ま
た
曾
徳
成
・
第
一
〇
期
全
人
代
代
表
（
当
時
、
香
港
特
別
行
政
区
政
府
中
央
政
策
小
組
顧
問
）
に
よ
れ
ば
、
中
央
は
、
今
後
、
党

員
代
表
が
党
議
拘
束
を
遵
守
す
る
こ
と
は
必
然
で
は
な
く
、
藩
陽
の
よ
う
に
国
家
機
関
の
活
動
報
告
が
否
決
さ
れ
る
事
例
が
起
こ
り

う
る
と
の
認
識
の
も
と
、
第
九
期
全
人
代
常
務
委
第
二
九
回
会
議
に
提
出
さ
れ
た
「
全
人
代
及
び
各
級
地
方
人
代
監
督
法
（
草
案
）
」
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（
3
0
）

を
起
草
す
る
過
程
で
、
人
代
会
議
は
国
家
機
関
の
活
動
報
告
が
否
決
さ
れ
た
場
合
の
議
事
運
営
の
あ
り
方
を
議
論
し
た
と
い
う
。
結

果
、
提
出
さ
れ
た
同
法
（
草
案
）
の
法
律
案
は
、
国
家
機
関
の
活
動
報
告
が
人
代
会
議
に
お
い
て
批
准
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
郷
鎮

人
代
に
お
い
て
は
ニ
カ
月
以
内
に
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
県
級
以
上
の
人
代
の
場
合
は
人
代
会
議
主
席
団
が
提
出
し
た
意
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
組
）

に
基
づ
い
て
、
大
会
で
そ
の
後
の
議
事
の
進
め
か
た
を
人
代
会
議
で
決
定
す
る
、
と
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
も
は
や
党
は
、
党
員
人
代
代
表
が
党
議
拘
束
を
遵
守
す
る
こ
と
を
当
然
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

四
　
党
議
拘
束
の
遵
守
を
要
求
す
る
党

中国共産党の人民代表大会に対する領導の実態とその限界

　
党
員
人
代
代
表
の
党
議
拘
束
へ
の
造
反
が
近
年
、
以
前
と
比
較
し
て
多
く
観
察
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五
七
年
の
反
右
派
闘
争
以
降
、

人
代
会
議
が
発
す
る
声
は
「
賛
成
」
或
い
は
「
同
意
」
と
い
う
一
つ
の
声
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
た
時
期
と
比
較
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

状
況
の
変
化
は
顕
著
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
状
況
の
変
化
に
対
し
て
党
は
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
国
家

に
対
す
る
領
導
を
実
現
す
る
鍵
で
あ
る
人
代
へ
の
領
導
の
実
現
と
徹
底
の
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
方
法
で
党
員
人
代
代
表
に
党
議
拘

束
遵
守
の
徹
底
を
図
っ
て
き
た
。

　
H
　
党
の
規
定
と
条
例

　
一
つ
に
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
党
は
党
員
人
代
代
表
に
対
し
て
党
議
拘
東
遵
守
の
必
要
性
を
繰
り
返
し
強
調
し
、
同
時
に
関

連
す
る
規
定
や
条
例
を
公
布
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
九
〇
年
一
月
二
「
日
の
「
中
共
中
央
の
地
方
党
委
が
地
方
国
家
機
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

に
対
し
て
領
導
幹
部
を
推
薦
す
る
こ
と
に
関
す
る
幾
つ
か
の
規
定
」
の
第
六
条
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
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地
方
人
民
代
表
大
会
が
開
会
し
て
い
る
期
問
、
大
会
主
席
団
と
各
代
表
団
は
臨
時
党
組
織
を
設
立
し
、
同
級
の
党
委
員
会
の
領
導
の
も
と

に
活
動
を
す
る
。
臨
時
党
組
織
の
選
挙
活
動
に
お
け
る
主
要
な
任
務
と
は
以
下
の
と
お
り
。
党
の
幹
部
路
線
、
方
針
、
政
策
の
徹
底
を
宣
伝

す
る
こ
と
。
党
員
人
代
代
表
に
対
し
て
党
委
の
人
事
案
を
紹
介
説
明
し
、
党
委
員
会
の
意
図
の
徹
底
を
図
る
こ
と
。
党
委
員
会
に
対
し
て
党

員
代
表
が
提
出
し
た
意
見
や
建
議
を
伝
達
す
る
こ
と
。

　
党
員
人
代
代
表
と
党
員
人
代
常
務
委
は
、
党
委
員
会
の
意
図
を
徹
底
す
る
た
め
に
積
極
的
に
参
与
し
、
法
に
も
と
づ
き
、
適
切
に
職
責
を

全
う
す
る
。
党
委
員
会
が
推
薦
す
る
人
選
に
対
し
て
異
見
が
あ
る
場
合
、
党
組
織
に
対
し
て
そ
の
意
見
を
伝
達
す
る
。
文
書
を
配
布
す
る
ほ

か
、
風
評
を
流
布
す
る
な
ど
を
し
て
他
人
の
選
挙
意
識
に
影
響
を
あ
た
え
て
は
な
ら
な
い
。

　
ま
た
一
九
九
五
年
二
月
に
党
中
央
が
公
布
し
た
「
党
政
領
導
幹
部
の
選
抜
任
用
活
動
に
関
す
る
暫
定
条
例
」
第
三
七
条
は
、
「
党

委
は
、
人
代
或
い
は
人
代
常
務
委
に
対
し
て
人
代
常
務
委
及
び
政
府
組
織
の
幹
部
を
推
薦
す
る
際
、
人
代
会
議
の
開
催
に
際
し
て
組

織
さ
れ
た
臨
時
党
組
或
い
は
人
代
常
務
委
党
組
、
さ
ら
に
党
員
人
代
常
務
委
員
に
対
し
て
党
委
の
推
薦
意
見
を
紹
介
す
る
。
人
代
会

議
の
臨
時
党
組
織
や
人
代
常
務
委
党
組
、
人
代
常
務
委
の
構
成
員
及
び
人
代
代
表
の
な
か
の
党
員
は
、
党
委
員
会
の
意
図
の
徹
底
に

つ
と
め
、
法
に
も
と
づ
き
、
適
切
に
職
責
を
全
う
す
る
」
と
し
て
い
る
。
〇
二
年
七
月
の
「
党
政
領
導
幹
部
の
選
抜
任
用
活
動
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

す
る
条
例
」
の
第
四
三
条
も
同
様
に
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
具
体
的
に
は
確
認
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
九
八
年
前
後
に
実
施
さ
れ

た
省
級
国
家
機
関
領
導
幹
部
選
挙
に
際
し
て
一
部
地
方
の
党
委
は
、
党
員
人
代
代
表
に
対
し
て
同
級
党
委
推
薦
の
候
補
者
を
支
持
す

る
こ
と
、
ま
た
党
委
の
推
薦
を
得
て
い
な
い
人
物
が
立
候
補
す
る
に
際
し
て
は
、
当
該
立
候
補
者
の
推
薦
者
と
し
て
名
を
連
ね
て
は

な
ら
な
い
（
「
組
織
法
」
は
省
級
国
家
機
関
領
導
幹
部
選
挙
へ
の
立
候
補
要
件
と
し
て
、
事
実
上
党
委
の
推
薦
を
意
味
す
る
主
席
団
に
よ
る
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

薦
の
ほ
か
に
、
三
〇
名
以
上
の
人
代
代
表
の
推
薦
が
あ
れ
ば
立
候
補
が
可
能
と
し
て
い
る
）
と
い
っ
た
内
規
を
設
け
て
い
た
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
規
定
や
規
則
に
も
と
づ
い
て
、
全
人
代
を
ふ
く
む
党
政
領
導
幹
部
は
繰
り
返
し
党
員
人
代
代
表
に
対
し
て
党
議
拘
束
遵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

守
の
必
要
性
を
訴
え
て
き
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
九
九
三
年
七
月
の
「
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
人
代
常
務
委
責
任
者
座
談
会
」
に
お
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い
て
田
紀
雲
・
第
七
期
全
人
代
常
務
委
副
委
員
長
は
、
前
述
の
党
中
央
が
九
〇
年
に
発
出
し
た
規
定
（
「
中
共
中
央
の
地
方
党
委
が
地

方
国
家
機
関
に
対
し
て
領
導
幹
部
を
推
薦
す
る
こ
と
に
関
す
る
幾
つ
か
の
規
定
」
）
を
例
示
し
な
が
ら
、
「
人
代
常
務
委
の
な
か
の
党
員
は

同
級
党
委
の
意
思
を
遵
守
す
る
」
こ
と
の
必
要
性
を
要
求
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
規
定
や
規
則
が
示
さ
れ
る
以
前
か
ら
党
員

人
代
代
表
に
対
す
る
党
議
拘
束
遵
守
の
必
然
性
は
繰
り
返
し
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
全
人
代
法
律
委
員
会
委
員
の
職

に
長
く
在
り
、
ま
た
党
の
政
法
部
門
の
有
力
者
で
あ
っ
た
張
友
漁
は
、
八
六
年
一
〇
月
に
山
西
省
の
各
級
人
代
常
務
委
関
係
者
が
出

席
す
る
会
合
に
お
い
て
、
党
員
人
代
代
表
は
党
員
と
し
て
同
級
の
党
委
の
決
定
に
従
う
必
要
性
を
強
く
指
摘
し
て
い
た
。

　
な
お
、
こ
う
し
た
規
定
や
条
例
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
当
然
な
が
ら
地
方
に
お
い
て
も
そ
の
徹
底
と
遵
守
が
伝
達
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
二
〇
〇
一
年
五
月
に
回
玉
良
・
江
蘇
省
党
委
書
記
（
当
時
。
現
第
■
ハ
期
中
国
共
産
党
政
治
局
委
員
）
が
出
席
し
た
「
全
省
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
冴
）

代
活
動
会
議
」
は
、
「
中
共
江
蘇
省
委
員
会
の
人
代
の
活
動
を
よ
り
一
歩
強
化
す
る
こ
と
に
関
す
る
決
定
」
を
採
択
し
た
。
同
決
定

は
、
人
代
常
委
会
党
組
や
党
員
人
代
代
表
の
活
動
の
あ
り
方
と
し
て
次
の
よ
う
に
要
求
し
て
い
る
。

「
人
代
常
務
委
党
組
は
、
党
委
の
決
定
と
意
図
の
徹
底
を
保
障
す
る
た
め
に
、
充
分
に
機
能
を
発
揮
す
る
。
一
方
で
各
級
党
委
は
、
重
大
な

決
定
を
お
こ
な
う
際
に
は
人
代
常
務
委
党
組
の
意
見
を
注
意
し
て
聴
取
し
、
人
代
常
務
委
党
組
が
提
起
し
た
問
題
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
研

究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
級
人
代
常
務
委
党
組
は
、
党
の
思
想
を
強
化
し
、
党
の
領
導
を
自
発
的
に
受
け
入
れ
、
同
級
の
党
委
に
対
す

る
報
告
制
度
を
よ
り
よ
く
建
設
し
て
い
く
と
と
も
に
、
人
代
が
立
法
や
監
督
活
動
を
展
開
す
る
過
程
で
、
党
の
路
線
や
方
針
や
政
策
そ
し
て

党
委
員
会
の
決
議
や
決
定
を
徹
底
す
る
こ
と
を
保
障
し
、
党
の
領
導
の
堅
持
と
民
主
の
積
極
的
な
発
揚
、
そ
し
て
法
に
も
と
づ
い
て
活
動
す

る
こ
と
、
の
三
者
を
同
時
に
実
現
す
る
よ
う
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
人
代
代
表
と
人
代
常
務
委
委
員
の
な
か
の
党
員
は
、

党
の
意
図
を
徹
底
す
る
こ
と
を
自
主
的
に
受
け
入
れ
、
党
の
決
定
を
真
剣
に
執
行
し
、
党
の
紀
律
を
模
範
的
に
遵
守
し
、
中
央
と
各
級
党
委

の
要
求
が
履
行
さ
れ
る
こ
と
の
責
任
を
負
う
」
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
江
蘇
省
党
委
の
決
定
は
、
省
よ
り
も
一
つ
下
級
の
行
政
単
位
の
党
員
人
代
代
表
に
対
し
て
も
伝
達
さ
れ
て
い
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る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
揚
州
市
党
委
は
、
上
述
の
決
定
が
な
さ
れ
た
後
の
同
年
一
一
月
に
「
揚
州
市
党
委
全
第
二
回

市
人
代
工
作
会
議
」
を
開
催
し
、
会
議
で
「
中
共
揚
州
市
委
員
会
の
『
中
共
江
蘇
省
委
員
会
の
人
代
の
活
動
を
よ
り
一
歩
強
化
す
る

こ
と
に
関
す
る
決
定
』
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
に
関
す
る
意
見
」
を
党
員
揚
州
市
人
代
代
表
に
対
し
て
説
明
し
、
党
議
の
拘
束
の
遵
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

の
必
要
性
を
再
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
口
　
人
代
領
導
幹
部
の
党
内
権
威
の
強
化

　
党
が
人
代
に
対
す
る
領
導
を
強
化
す
る
た
め
に
実
行
し
て
い
る
い
ま
一
つ
の
手
段
と
は
、
党
員
人
代
領
導
幹
部
の
党
内
序
列
を
引

き
上
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
人
代
と
人
代
領
導
幹
部
の
党
内
権
威
を
高
め
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

　
前
述
の
通
り
、
党
は
党
の
意
思
を
人
代
常
務
委
に
伝
達
す
る
窓
口
と
し
て
人
代
常
務
委
党
組
を
設
置
し
、
こ
れ
を
通
じ
て
党
員
人

代
常
務
委
委
員
に
党
議
拘
束
の
遵
守
を
、
ま
た
非
党
員
人
代
常
務
委
委
員
と
代
表
に
対
し
て
は
支
持
を
要
求
し
て
き
た
。
そ
の
際
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

党
議
拘
束
の
遵
守
の
徹
底
の
鍵
の
一
つ
が
人
代
常
務
委
党
組
書
記
の
同
級
党
委
に
お
け
る
序
列
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
人
代
常
務
委

委
員
長
（
或
い
は
主
任
）
で
あ
る
人
代
常
務
委
党
組
書
記
の
同
級
党
委
内
の
序
列
が
高
く
、
党
内
の
権
威
が
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
、

党
員
を
含
む
人
代
常
務
委
員
お
よ
び
代
表
は
党
議
拘
束
遵
守
と
支
持
の
要
請
の
圧
力
を
強
く
意
識
す
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
そ
の

一
つ
の
判
断
基
準
は
、
人
代
主
任
の
党
内
序
列
が
各
級
党
委
常
務
委
会
議
に
出
席
す
る
こ
と
の
で
き
る
か
否
か
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

　
全
人
代
に
関
し
て
は
全
人
代
常
務
委
党
組
構
成
員
の
党
内
序
列
が
、
と
く
に
第
八
期
全
人
代
（
一
九
九
三
年
）
以
降
上
昇
し
て
い

る
。
第
六
期
お
よ
び
第
七
期
全
人
代
の
常
務
委
委
員
長
は
政
治
局
委
員
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
第
八
期
以
降
は
政
治
局
常
務
委
委
員

か
ら
選
出
さ
れ
て
い
る
。
地
方
に
お
い
て
は
、
近
年
人
代
常
務
委
主
任
と
党
委
書
記
の
兼
職
化
が
す
す
ん
で
い
る
。
従
来
の
人
代
主

任
は
同
級
党
委
常
務
委
の
職
に
あ
っ
た
人
物
が
引
退
し
た
後
に
就
く
職
で
あ
っ
た
た
め
、
た
と
え
人
代
常
務
委
党
組
書
記
で
あ
っ
た

と
し
て
も
党
内
序
列
は
低
い
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
九
〇
年
代
以
降
、
党
委
書
記
と
人
代
常
務
委
主
任
の
兼
職
化
の
傾
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向
は
顕
著
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
人
代
の
党
委
内
で
の
権
威
は
大
き
く
高
ま
っ
た
。
党
第
二
二
期
全
国
代
表
大
会
後
の
八
八
年
九

月
の
時
点
で
の
兼
職
数
は
三
（
黒
竜
江
、
江
蘇
、
海
南
）
で
、
党
委
副
書
記
と
の
兼
職
は
四
省
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
党
第
一

四
期
全
国
代
表
大
会
後
の
九
四
年
八
月
に
は
六
省
が
兼
職
（
内
蒙
古
、
吉
林
、
漸
江
、
江
西
、
陳
西
）
で
九
省
（
北
京
、
河
北
、
山
西
、

安
徽
、
広
西
、
海
南
、
雲
南
、
西
蔵
、
新
彊
）
が
党
委
副
書
記
を
兼
職
。
さ
ら
に
党
第
一
五
期
全
国
代
表
大
会
後
の
九
八
年
九
月
に
は
、

一
四
省
（
天
津
、
河
北
、
内
蒙
古
、
吉
林
、
江
蘇
、
漸
江
、
江
西
、
湖
南
、
海
南
、
四
川
、
貴
州
、
陳
西
、
青
海
、
寧
夏
）
が
党
委
書
記
と

人
代
常
務
委
主
任
を
兼
職
し
、
〇
二
年
の
党
第
一
五
期
全
国
代
表
大
会
を
経
て
〇
三
年
三
月
の
第
一
〇
期
全
国
人
民
代
表
大
会
開
催

の
時
点
で
は
、
党
中
央
政
治
局
員
で
あ
る
省
級
党
委
書
記
が
省
級
人
代
常
務
委
主
任
を
兼
職
し
な
い
以
外
は
、
西
蔵
を
除
く
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

の
省
級
行
政
区
（
二
三
行
政
区
）
の
人
代
常
務
委
主
任
と
党
委
書
記
が
兼
職
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
地
方
党
委
書
記
と
地
方
人
代
主
任
の
兼
職
は
、
一
九
七
九
年
八
月
に
党
中
央
が
中
央
組
織
部
と
中
央
統
一
選
戦
線
部
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

て
発
し
た
「
地
方
各
級
人
代
常
務
委
の
設
立
に
よ
り
一
層
領
導
組
織
の
調
整
を
進
め
る
こ
と
に
関
す
る
意
見
」
に
は
じ
ま
る
。
し
か

し
張
有
漁
が
八
六
年
一
一
月
の
会
議
に
お
い
て
「
人
代
主
任
が
党
員
で
あ
れ
ば
党
委
常
務
委
会
議
に
出
席
さ
せ
、
党
委
の
意
見
が
成

立
し
た
背
景
や
過
程
、
根
拠
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
決
し
て
人
代
は
養
老
院
や
名
誉
職
で
は
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
人

代
主
任
の
同
級
党
委
常
務
委
会
議
へ
の
出
席
は
こ
の
時
期
に
は
あ
ま
り
多
く
の
地
方
で
実
現
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

の
意
味
に
お
い
て
八
○
年
代
の
人
代
主
任
の
党
内
序
列
は
そ
れ
ほ
ど
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
後
、
報
道
に
よ

れ
ば
、
党
中
央
は
九
二
年
と
九
七
年
に
各
省
級
人
代
選
挙
に
あ
わ
せ
て
省
級
党
委
書
記
を
人
代
主
任
候
補
と
し
て
推
薦
し
て
よ
い
と

す
る
通
達
を
発
し
、
さ
ら
に
〇
二
年
の
同
選
挙
で
は
省
級
党
委
書
記
が
中
央
政
治
局
委
員
で
な
け
れ
ば
主
任
候
補
と
し
て
推
薦
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

よ
う
要
求
し
た
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、
近
年
の
人
代
の
地
位
は
以
前
と
比
較
し
て
、
よ
り
一
層
向
上
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
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五
　
人
代
代
表
の
活
動
の
特
徴

　
こ
う
し
て
党
は
党
員
人
代
代
表
に
対
し
て
党
議
拘
束
遵
守
の
重
要
性
を
訴
え
続
け
、
ま
た
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
き
た
。
し
か
し

党
員
人
代
代
表
が
党
議
拘
束
に
造
反
す
る
事
例
が
近
年
観
察
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
党
の
取
り
組
み
は
効
果
を
あ
げ
て
い
な
い
の
だ
ろ

う
か
。

　
筆
者
は
、
こ
の
こ
と
は
党
が
遵
守
を
要
求
す
る
党
議
拘
束
に
対
し
て
党
員
人
代
代
表
が
反
対
の
意
見
を
表
明
し
た
結
果
で
あ
り
、

そ
れ
が
党
の
国
家
に
対
す
る
領
導
の
動
揺
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
え
る
。
本
稿
は
こ
の
視
点
を
通
じ
て
、
党
の
国
家
に
対
す
る
領
導

の
実
態
と
そ
の
変
化
の
可
能
性
を
展
望
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
一
部
の
党
員
人
代
代
表
が
造
反
す
る

党
議
拘
束
と
、
そ
れ
に
対
す
る
党
員
人
代
代
表
の
行
動
に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
事
例
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
は
ず
だ
。
し

か
し
な
が
ら
、
資
料
の
制
約
か
ら
党
が
提
示
す
る
党
議
拘
束
の
具
体
的
事
例
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
そ
れ
へ
の

党
員
人
代
代
表
の
具
体
的
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
容
易
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
党
員
人
代
代
表
を
含
む
全
て
の
人
代

代
表
の
活
動
を
観
察
し
、
そ
こ
か
ら
党
員
人
代
代
表
を
含
む
人
代
代
表
の
活
動
の
特
徴
（
行
動
様
式
）
を
抽
出
す
る
こ
と
で
、
党
の

党
議
拘
束
に
対
し
て
反
対
意
見
が
提
出
さ
れ
る
背
景
を
探
り
出
す
こ
と
と
し
た
い
。

　
具
体
的
に
は
本
稿
は
、
以
下
、
江
蘇
省
揚
州
市
人
民
代
表
大
会
が
公
開
し
て
い
る
第
四
期
市
人
代
の
全
代
表
四
一
六
名
お
よ
び
第

五
期
市
人
代
の
全
代
表
四
二
八
名
の
個
人
背
景
（
氏
名
、
性
別
、
出
生
年
、
所
属
・
就
業
単
位
、
民
族
、
学
歴
、
党
派
等
の
個
人
資
料
）

と
、
第
四
期
人
代
第
三
回
会
議
（
二
〇
〇
〇
年
）
と
、
第
四
回
会
議
（
〇
一
年
）
、
第
五
回
会
議
（
〇
二
年
）
、
第
五
期
市
人
代
第
一
回

会
議
（
〇
三
年
）
、
第
二
回
会
議
（
〇
四
年
）
に
対
し
て
提
出
し
た
議
案
本
文
の
精
読
を
通
じ
て
、
議
案
提
出
と
い
う
代
表
の
活
動
の

　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

特
徴
の
抽
出
を
試
み
る
。

　
な
お
揚
州
市
人
代
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
理
由
は
、
人
代
代
表
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
不
可
欠
な
関
係
す
る
資
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料
（
人
代
代
表
の
個
人
資
料
お
よ
び
人
代
代
表
が
提
出
し
た
議
案
、
議
案
提
出
者
名
）
が
、
全
面
的
に
公
開
さ
れ
て
い
る
人
代
は
、
全
中

国
に
お
い
て
揚
州
市
人
代
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
は
非
常
に
地
域
的
に
限
定
的
な
資
料
で
あ
り
、
揚
州
市
人
代
の

事
例
だ
け
を
以
っ
て
全
中
国
的
な
特
徴
を
論
じ
る
こ
と
は
当
然
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
現
段
階
で
信
頼
で
き
る
資
料
に
も
と
づ
い

て
描
き
出
さ
れ
る
人
代
代
表
の
活
動
の
特
徴
は
、
な
お
一
定
の
価
値
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
本
稿
で
は
、
揚
州
市
人
代
資
料
の
な
か
で
完
全
に
資
料
が
整
っ
て
い
る
第
四
期
江
蘇
省
揚
州
市
人
代
代
表
が
第
四
期
市
人
代

第
四
回
会
議
に
提
出
し
た
議
案
と
第
五
期
揚
州
市
人
代
代
表
が
第
五
期
人
代
第
一
回
会
議
に
提
出
し
た
議
案
を
検
討
す
る
。
第
四
期

人
代
第
三
回
会
議
と
第
五
回
会
議
、
第
二
回
会
議
に
つ
い
て
は
、
議
案
の
内
容
お
よ
び
議
案
提
出
者
の
一
部
の
み
が
公
開
さ
れ
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
H
　
揚
州
市
人
代
代
表
の
概
況

　
揚
州
市
第
四
期
人
代
代
表
（
一
九
九
八
年
～
二
〇
〇
三
年
）
は
、
市
下
の
広
陵
区
、
郊
区
、
祁
江
区
、
宝
鷹
県
、
儀
征
市
、
高
郵
市
、

江
都
市
、
人
民
解
放
軍
の
七
つ
の
選
挙
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
四
一
六
人
で
構
成
さ
れ
る
。
ま
だ
第
五
期
人
代
代
表
（
二
〇
〇
三
年
～
）

は
、
市
下
の
祁
江
区
、
宝
鷹
県
、
儀
征
市
、
高
郵
市
、
江
都
市
、
人
民
解
放
軍
、
そ
し
て
広
陵
区
と
郊
区
の
行
政
区
画
の
変
更
に
伴

っ
て
成
立
し
た
（
新
）
広
陵
区
と
維
揚
区
を
あ
わ
せ
た
合
計
七
つ
の
選
挙
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
四
二
八
人
で
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
概

要
は
図
表
7
、
図
表
8
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

　
ま
た
、
比
較
の
対
象
と
し
て
、
揚
州
市
と
同
じ
行
政
級
で
あ
る
地
級
市
人
代
の
代
表
構
成
比
率
の
全
国
平
均
を
図
表
9
に
付
し
た
。

口
　
議
案
提
出
の
特
徴

さ
て
、
第
四
期
市
人
代
代
表
は
、

同
第
四
回
会
議
に
対
し
て
六
三
件
の
議
案
、
第
五
回
会
議
に
対
し
て
五
一
件
の
議
案
、
ま
た
第
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図表7

　　　　　　　　　　　　　　　法学研究78巻1号（2005二1）

第4期江蘇省揚州市人民代表大会代表の構成

広陵 郊区 邦江 宝鷹 儀征 高郵 江都 軍 合計

総数 78 20 39 64 53 67 83 12 416

党員代表 　59
70．4％

　15
75．0％

　30
76．9％

　47
73．2％

　36
67．3％

　50
74．6％

　61
71．4％

　12
100．0％

　310
72．83％

民主党派籍

　代表
　3

3．8％

　2

10．0％

　1

2．5％

　1

1．5％

　2

3．7％

　1

1．4％

　3

3．6％

0
0
％

　13

3．1％

男性代表
　65
83．3％

　17
85．0％

　35
89．7％

　47
73．4％

　42
79．2％

　49
73．1％

　64
77．1％

　12
100．0％

　331
79．5％

高学歴代表
　60
76．9％

　13
65．0％

　29
74．4％

　38
59．4％

　36
67．9％

　37
55．2％

　52
62．7％

　11
91．2％

276
66．3％

揚州lb人代web－slte掲載資料をもとに筆者作成。

　　　　　　図表8　第5期江蘇省揚州市人民代表大会代表の構成

広陵 維揚区 祁江 宝慮 儀征 高郵 江都 軍 合計

総数 55 46 41 66 56 66 85 13 428

党員代表
　45
81．8％

　36
78．3％

　31
75．6％

　51
77．3％

　38
67．9％

　51
77．3％

　62
72．9％

　13
100．0％

　327
76．4％

民主党派籍

　代表

　2

3．6％

　3

6．5％

　3

7．3％

　1

1．5％

　1

1．8％

　2

3．0％

　2

2．4％

　0

0．0％

　14

3．3％

男性代表
　44
80．0％

　37
80．4％

　34
82．9％

　54
81．8％

　43
76．8％

　51
77．3％

　71
83．5％

　13
100．0％

　347，

81．0％

高学歴代表
　45
81．8％

　40
86．9％

　38
92．7％

　54
81．8％

　50
89．3％

　51
77．3％

　71
83．5％

　13
100．0％

　362
84．6％

揚州市人代web－site掲載資料をもとに筆者作成。

図表9　市級人代代表の構成比率
　　　全国平均

図表10　揚州市人大会議に提出された

　　　議案数と建議数

党員代表比率（1998年） 75．2％　　　　　　　　会議 議案数 建議数

民主諸党派代表比率（1998年） 4．06％　　　第4期第4回会議（2001年） 63件

51件

64件

68件

224件
103件
230件
214件

男性代表比率（1999年） 　　　　　　第4期第5回会議（2002年）78．2％

高学歴代表比率（1998年）
　　　　　　第5期第1回会議（2003年）
61．9％
　　　　　　第5期第2回会議（2004年）

揚州市人代web－slte掲載資料をもとに筆者作成。
揚州市人代web－site掲載資料をもとに筆者作成。
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図表11　第4期揚州市人代第4回会議に提出された議案

議案提出の代表が選出された選挙区 議案数

選出選挙区の異なる代表による提出 5

同一の選挙区選出

の代表による提出

58

広陵区 10

郊　区 16

邦江区 16

宝鷹県 2
儀征市 3
高郵市 6
江都市 5

人民解放軍 0
揚州市人代web－s豆te掲載資料をもとに筆者作成．

図表12　第5期揚州市人代第1回会議に提出された議案

議案提出の代表が選出された選挙区 議案数

選出選挙区の異なる代表による提出 6

同一選挙区選出の

代表による提出

58
一
　
　 広陵区 8
一
　
　
維 揚区 10

郡江区 16

宝慮県 2
儀征市 7
高郵市 6
江都市 10

人民解放軍 1

揚州市人代web－Slte掲載資料をもとに筆者作成、

五
期
人
代
代
表
は
、
第
一
回
会
議
に
対
し
て
六
四
件
の
議
案
、
第
二
回
会
議
に
対
し
て
は
六
八
件
の
議
案
を
提
出
し
て
い
る
（
図
表

10
）
。提

出
さ
れ
た
議
案
は
、
文
化
教
育
問
題
、
環
境
保
護
問
題
、
都
市
区
画
整
理
（
道
路
建
設
と
整
備
、
架
橋
工
事
、
港
湾
建
設
工
事
、

経
済
開
発
区
設
置
の
要
求
）
、
行
政
活
動
（
徴
税
権
、
公
共
交
通
管
理
権
、
道
路
管
理
権
等
）
に
関
す
る
問
題
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
議
案
の
提
出
状
況
か
ら
、
以
下
の
数
点
の
議
案
提
出
に
関
し
て
の
人
代
代
表
の
活
動
の
特
徴
が
抽
出
さ
れ
た
。

同
一
の
選
出
選
挙
区
の
代
表
に
よ
る
議
案
の
提
出

　
一
つ
に
は
ほ
と
ん
ど
の
議
案
が
同
一
の
選
出
選
挙
区
の
代
表
が
連
名
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
図
表
n
と
図
表
1
2
に
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図表13　第4期揚州市人代第4回会議に提出された選出選挙区が異なる代表が提出した議案

議案提出者 筆頭議案提出者 備考

市人代常務委の「旅行業の 儀征市（1）、 市人代常務委・ 市人代常務委委員（5名）

発展の速度を速めることに 宝慮県（2）、 教育科学文化衛 らが連名で議案提出。党
関する決議」を実施し、重 江都市（1）、 生工作委員会主 員（8）、無党派（2）名

点文化観光地区への投資と 広陵区（6） 任（儀征市、党

開発への取り組みを強め、 員）

我が市の旅行業の発展を速
めることに関する議案

都市洪水防止プロジェクト 広陵区（8）、 省水利勘測設計 揚州市市区内（広陵区）

の建設の歩みを速めること 高郵市（1）、 院副総工程師、 の洪水防止が目的。広陵
に関する議案 江都市（1） 研究設計一室主 区外の共同議案提出者は

任（広陵区、非 市人代常務委・農村工作
党員） 委副主任（高郵市）、市

人代常務委・城郷建設環
境保護工作委主任（江都
市）。党員（6）、無党派

（4）

都市交通の統一管理を実行 高郵市（1）、 市人代常務委・ 党員（7）、民主党派（九

することに関する意見（議 郊区（9） 農村工作委副主 三学社、1）無党派（2）
案） 任（高郵市、党

員）

経営困難に陥っている企業 儀征市（4）、 市人代常務委・ 党員（7）、民主諸党派
の労働者の医療保険問題を 宝鷹県（1）、 市総工会主席 （致公党、1）、無党派
適切に解決することに関す 高郵市（4）、 （儀征市、党員） （2）

る議案 広陵区（1）

下南職工が再就職センター 儀征市（6）、 市人代常務委・ 党員（5）、無党派（5）

を出所した後に直面する間 高郵市（2）、 市総工会主席
題を積極的に解決すること 宝鷹県（1）、 （儀征市、党員）

に関する議案 広陵区（1）

揚州市人代web－site掲載資料をもとに筆者｛乍成。

示
さ
れ
る
と
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
の
議
案
は
、
選
出
選
挙
区
を
同

じ
く
す
る
代
表
の
連
名
に
よ
っ
て

提
出
さ
れ
て
き
た
議
案
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
一
方
に
お
い
て
、
議
案
は

個
別
の
政
党
の
意
見
と
し
て
提
出

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
特

徴
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。
二
つ
の

会
議
に
提
出
さ
れ
た
議
案
か
ら
は
、

特
定
の
政
党
に
所
属
す
る
人
代
代

表
ら
が
共
同
し
て
議
案
を
提
出
し

た
形
跡
を
観
察
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
人
代
代

表
は
党
派
の
同
一
性
よ
り
も
、
利

害
の
一
致
す
る
代
表
ら
が
共
同
し

て
議
案
を
提
出
す
る
形
跡
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
。
例
え
ば
、
図
表

13

と
図
表
1
4
に
ま
と
め
ら
れ
た
、

選
出
選
挙
区
の
異
な
る
人
代
代
表
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図表14　第5期揚州市人代第1回会議に提出された選出選挙区が異なる代表が提出した議案

議案提出者 筆頭議案提出者 備考

新「副食品プロジェクト」 広陵区（4）、 原揚州市人代常 市人代常務委農村工作委

の推進に関する議案 高郵市（1）、 務委副主任（広 主任、同副主任、財政経
儀征市（1）、 陵区、党員） 済工作委主任、副秘書長、

宝鷹県（3）、 研究室主任らが連名。党
那江区（1） 員（10）、無党派（1）

揚州市法律サービスセンタ 広陵区（2）、 揚州日京宇律師事 市人代代表中、法律事務

一設置に関する建議（議 祁江区（2）、 務所主任（広陵 所に所属する代表3名の
案） 儀征市（1）、 区、党員） うち、2名が同議案の共

宝鷹県（2）、 同提案者。党員（9）、無

高郵市（2）、 党派（1）

江都市（1）

我が市の融資資金のルート 高郵市（4）、 揚州市人代常務 党員（3）、民主党派（民

をより一層拡大することに 儀征市（3）。 委・中国建設銀 建、致公党）、無党派
関する若干の建議（議案） 議案提出要件 行揚州市城南支 （2）

は10名以ヒの 行副行長（高郵

連名であるが 市、民建）

掲載されてい
るのは7名。

『中華人民共和国民辮教育 広陵区（5）、 江蘇省揚州中学 学校関係者（広陵区教育

促進法』を真剣に実施する 高郵市（1）、 校長（広陵区、 局長・党組書記、揚州大

ことに関する議案 儀征市（1）、 党員） 学付属中学校校長・党支
祁江区（3） 部副書記、蒋王中学校校

長・党支部書記）らが共
同議案提出者として名を
連ねている。党員（9）、

民主諸党派（致公党）（1）

天寧寺、重寧寺の開発に関 邦江区（2）、 揚州市人代常務 両寺は広陵区に所在する
して統一的計画を立てて積 儀征市（1）、 委副主任（邪江 由緒ある寺院。議案は市
極的に開発することに関す 広陵区（2）、 区、党員） 人代常務委副主任2名と、
る議案 江都市（1）、 市人代常務委委員6名

宝鷹県（2）、 （うち2名は副秘書長を
維揚区（1）、 兼職）が議案提出者とし
高郵市（1） て名を連ねている。また

市環境保護局局長・党組
書記も提出者の一人。党
員（10）。

文昌閣周辺に地下道を建設 維揚区（2）、 元揚州市人代常 文昌閣は広陵区に所在す
することに関する議案 江都市（2）、 務委副主任・党 る清代建立の楼閣。揚州

広陵区（1）、 組副書記（維揚 市の中心。議案は現職市
宝磨県（2）、 区、党員） 人代常務委副主任（1名）

邦江区（2）、 と原職副主任（2名）、常
高郵市（1） 務委委員5名が議案提案

者として名を連ねている。
党員（10）。

揚州市人代web－site掲載資料をもとに筆者作成一



法学研究78巻1号（2005：1）

ら
が
共
同
し
て
提
出
し
た
議
案
の
内
容
を
精
読
す
る
と
、
異
な
る
選
挙
区
の
代
表
ら
が
共
同
し
て
議
案
を
提
出
し
た
理
由
が
見
え
て

く
る
。
議
案
が
取
り
上
げ
る
問
題
が
、
単
一
の
選
出
選
挙
区
（
つ
ま
り
揚
州
市
市
下
の
行
政
区
）
に
止
ま
ら
な
い
、
或
い
は
揚
州
市
全

域
に
及
ぶ
問
題
や
複
数
の
選
出
選
挙
区
に
跨
る
間
題
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
議
案
の
な
か
に
は
、
僅
か
で
は
あ
る
が
、

選
出
選
挙
区
が
異
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
所
属
す
る
部
門
や
業
界
が
類
似
し
て
い
る
代
表
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
も
の
、
或
い
は
議

案
が
取
り
上
げ
る
問
題
と
関
連
す
る
行
政
区
を
選
出
選
挙
区
と
す
る
代
表
ら
が
共
同
し
て
提
出
さ
れ
た
議
案
を
確
認
で
き
た
。

　
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
人
代
代
表
が
提
出
し
た
議
案
の
九
割
以
上
が
、
選
出
選
挙
区
を
同
じ
く
す
る
代
表
に
よ
っ
て
提
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
人
代
代
表
は
選
出
選
挙
区
と
い
う
地
域
の
代
表
と
し
て
団
結
し
て
活
動
す
る
、
と
い
う
特
徴
が
ま
ず
確
認
さ
れ

た
。

　
選
出
選
挙
区
へ
の
経
済
・
政
治
的
な
利
益
誘
導
を
意
図
す
る
議
案
の
提
出

　
議
案
提
出
に
関
す
る
人
代
代
表
の
活
動
の
い
ま
一
つ
の
特
徴
と
は
、
人
代
代
表
は
議
案
の
提
出
を
通
じ
て
選
出
選
挙
区
へ
の
経
済

的
・
政
治
的
な
利
益
の
誘
導
を
図
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
紙
面
の
都
合
上
、
そ
う
し
た
利
益
誘
導
の
実
態
に
つ
い
て
議
案

全
て
に
つ
い
て
一
つ
一
つ
を
例
示
し
て
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
事
例
で
確
認
し
て
み
よ
う
。

　
例
え
ば
第
四
期
市
人
代
第
四
回
会
議
に
提
出
さ
れ
た
第
一
二
号
議
案
（
以
下
、
議
案
は
す
べ
て
同
会
議
に
提
出
さ
れ
た
も
の
）
は
、

揚
州
市
東
部
の
経
済
発
展
が
揚
州
市
市
内
お
よ
び
西
部
地
域
と
比
較
し
て
遅
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
揚
州
市
束
部
に
位
置
す
る
杭
集

鎮
に
経
済
活
動
が
優
遇
さ
れ
る
経
済
区
の
設
置
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
議
案
が
指
摘
す
る
経
済
区
設
置
の
必
要
性
は
、
第
一
に

杭
集
鎮
は
揚
州
市
市
内
か
ら
わ
ず
か
一
〇
㎞
に
位
置
す
る
と
い
う
地
理
的
利
便
さ
と
、
そ
れ
ゆ
え
の
市
場
の
早
期
の
発
展
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
は
経
済
活
動
に
関
す
る
初
歩
的
な
基
盤
が
整
っ
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
は
年
間
で
工
業
の
経
済
規
模
が

三
〇
億
元
、
そ
し
て
潜
在
的
に
は
一
〇
〇
億
元
以
上
の
経
済
発
展
の
可
能
性
を
有
す
る
こ
と
、
第
四
に
は
江
蘇
省
の
三
〇
の
重
点
集

鎮
の
一
つ
で
あ
る
同
鎮
に
経
済
区
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
省
東
部
地
域
に
お
け
る
経
済
発
展
た
め
の
基
盤
整
備
を
意
味
す
る
こ
と
、
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図表15　第4期揚州市人代第4回会議に提出された第12号議案の提案者

議案提出者の所属先 所属党派

揚州市人代常務委、江蘇三笑集団董事長、祁江区工商聯副会長 無党派

江蘇三笑集団総副経理 中共

邪江区経済委員会主任、祁江区工業局局長 中共

邦江区経済委員会主任科員 中共

郡江区計画生産委員会業務股副股長 無党派

邦江区綿績廠労働者 無党派

祁江区多管局生技股副股長 民建

邪江区人代常務委主任 中共

邦江区煙草専売局局長、県煙草公司経理 中共

揚州市農業局局長 中共

揚州巾人代web－slte掲載資料をもとに筆者作成。

な
ど
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
趣
旨
で
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
杭
集
鎮
が
存
在
す
る
祁
江
区

選
挙
区
選
出
の
一
〇
名
の
代
表
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
（
図
表
1
5
を
参
照
）

も
の
で
あ
る
が
、
議
案
を
提
出
し
た
代
表
ら
は
、
杭
集
鎮
が
経
済
区
に
指

定
さ
れ
る
こ
と
よ
っ
て
直
接
的
或
い
は
問
接
的
に
何
ら
か
の
利
益
を
享
受

す
る
存
在
と
い
え
よ
う
。
具
体
的
に
言
え
ば
議
案
の
提
出
者
と
し
て
そ
こ

に
は
経
済
委
主
任
や
工
業
局
局
長
、
計
画
生
産
委
員
会
な
ど
祁
江
区
人
民

政
府
内
の
経
済
関
係
部
門
に
所
属
す
る
代
表
が
提
案
者
に
名
を
連
ね
て
お

り
、
彼
ら
は
同
鎮
が
経
済
区
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
に
多

く
の
行
政
権
限
を
手
に
す
る
と
い
う
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
（
実
際
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
は
区
政
府
独
自
の
経
済
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
批
准

権
を
付
与
す
る
こ
と
や
税
制
等
の
優
遇
措
置
を
講
じ
る
よ
う
市
政
府
に
対
し
て

要
求
し
て
い
る
）
。
そ
し
て
な
に
よ
り
も
、
経
済
区
に
指
定
さ
れ
た
場
合
の

最
大
の
受
益
者
は
、
同
議
案
の
筆
頭
議
案
提
案
者
（
実
質
的
な
議
案
の
提

案
者
）
で
あ
る
私
営
企
業
「
江
蘇
三
笑
集
団
」
董
事
長
と
、
共
同
提
案
者

の
一
人
で
あ
る
同
集
団
副
総
経
理
と
い
え
よ
う
。
郡
江
区
杭
集
鎮
に
所
在

す
る
同
集
団
は
、
同
鎮
が
経
済
区
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

経
営
上
の
利
益
を
得
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
ま
た
、
選
出
選
挙
区
の
環
境
保
護
や
住
民
の
生
活
環
境
の
改
善
と
い
う
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図表16　第4期揚州市人代第4回会議に提出された第19号議案提案者

議案提出者の所属先 代表選出選挙区 党籍

揚州大学体育学院副院長、揚州大学体工部副主任 広陵区 致公

揚州大学農学院動科系副教授 広陵区 民盟

揚州大学商学院中国料理系化学教研室副主任 広陵区 九三学社

揚州市第三人民医院副院長 広陵区 無党派

揚州市外語教研姑姑長、揚州大学付属中学外語教研組組長 広陵区 無党派

揚州市八怪記念館館長 広陵区 中共

揚州市交警支隊一大隊一中隊副中隊長 広陵区 中共

揚州市師範第二付属小学校校長 広陵区 中共

揚州市十字医院内科副主任 広陵区 無党派

揚州市体育運動学校学生科副科長 広陵区 無党派

揚州市人代web－slte掲載資料をもとに筆者作成。

文
脈
で
、
議
案
提
出
代
表
が
選
出
選
挙
区
へ
利
益
誘
導
を
図
っ
た
議
案
も

確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
九
号
議
案
は
、
揚
州
市
柳
湖
路
に
所
在
す
る
揚
州
大
学
教
育
科
学

技
術
学
院
（
師
範
学
院
）
の
近
隣
に
あ
る
「
緑
地
」
の
開
発
を
め
ぐ
っ
て
、

緑
地
開
発
者
で
あ
る
揚
州
万
江
房
産
公
司
と
緑
地
の
開
発
に
反
対
す
る
師

範
学
院
お
よ
び
近
隣
住
民
と
の
あ
い
だ
で
発
生
し
た
紛
争
の
解
決
の
た
め

に
、
同
緑
地
が
あ
る
広
陵
区
選
挙
区
選
出
の
人
代
代
表
が
連
名
し
て
提
出

し
た
も
の
で
あ
る
。
議
案
は
、
市
政
府
に
対
し
て
一
九
九
三
年
に
市
政
府

が
痩
西
湖
公
園
の
駐
車
場
間
題
緩
和
の
た
め
に
計
画
し
た
同
緑
地
で
の
駐

車
場
建
設
の
撤
回
を
も
と
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
議
案
に
よ
れ
ば
、
駐
車
場
を
建
設
す
べ
き
で
な
い
理
由
と
し
て
、
広
陵

区
選
挙
区
選
出
の
代
表
は
以
下
の
理
由
を
掲
げ
て
い
る
。
第
一
に
は
、
現

在
の
「
緑
地
」
と
隣
接
し
て
歴
史
的
な
文
教
施
設
が
立
地
し
て
お
り
、
駐

車
場
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
景
観
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
第
二
に
は
、
駐
車
場
の
建
設
に
よ
っ
て
揚
州
大
学
教
員
宿
舎
お
よ

び
近
隣
の
住
民
合
わ
せ
て
約
一
万
人
が
排
気
ガ
ス
や
騒
音
汚
染
に
晒
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
は
、
駐
車
場
の
建
設
を

め
ぐ
っ
て
、
そ
の
調
査
工
事
の
段
階
か
ら
建
設
を
請
負
っ
て
い
る
「
揚
州

万
江
房
産
公
司
」
と
周
辺
住
民
の
あ
い
だ
で
繰
り
返
し
深
刻
な
争
議
が
発

46



中国共産党の人民代表大会に対する領導の実態とその限界

生
し
て
き
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
争
い
の
実
態
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
「
争
い
」
は
す
で
に
『
揚
州
日
報
』
や

『
揚
州
晩
報
』
に
お
い
て
繰
り
返
し
報
道
さ
れ
、
そ
の
規
模
と
社
会
的
な
関
心
は
小
さ
く
な
い
と
い
う
。

　
そ
れ
ゆ
え
に
代
表
は
、
一
九
九
三
年
に
市
政
府
が
痩
西
湖
公
園
の
駐
車
場
問
題
緩
和
の
た
め
の
新
た
な
駐
車
場
の
建
設
を
計
画
し

て
か
ら
す
で
に
七
、
八
年
が
経
過
し
、
計
画
地
の
周
辺
は
す
で
に
住
宅
が
林
立
し
、
ま
た
一
万
余
の
住
民
は
生
態
環
境
保
護
を
切
望

し
て
い
る
な
ど
、
建
設
を
取
り
巻
く
諸
々
の
情
況
が
変
化
し
た
と
し
て
、
市
に
対
し
て
計
画
の
変
更
を
要
求
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
図
表
1
6
が
示
す
と
お
り
、
同
議
案
の
提
案
者
一
〇
名
は
駐
車
場
計
画
地
の
あ
る
揚
州
市
広
陵
区
選
挙
区
選
出
の
人
代
代
表

で
あ
り
、
ま
た
そ
の
多
く
が
揚
州
大
学
関
係
者
で
も
あ
っ
た
。
議
案
を
提
出
し
た
人
代
代
表
ら
は
、
自
身
の
選
挙
区
民
で
あ
る
駐
車

場
計
画
地
近
隣
の
住
民
の
環
境
保
護
意
識
と
健
康
不
安
を
背
景
に
し
て
、
議
案
を
提
出
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
い
ま
一
つ
、
環
境
問
題
に
関
す
る
議
案
を
例
示
し
て
お
こ
う
。

　
第
三
三
号
議
案
は
、
揚
州
市
郊
区
に
立
地
す
る
揚
州
市
セ
メ
ン
ト
工
場
や
缶
詰
工
場
、
発
電
施
設
が
、
近
隣
村
（
黄
金
村
、
三
星

村
、
麗
窟
村
な
ど
周
囲
二
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
対
し
て
大
量
の
煤
煙
と
排
水
を
排
出
し
、
当
該
地
域
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
政
府
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
工
場
群
に
よ
る
環
境
破
壊
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
要
求
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

　
議
案
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
環
境
破
壊
の
影
響
は
、
直
接
的
に
は
住
民
の
居
住
環
境
の
悪
化
と
い
う
か
た
ち
で
表
面
化
し
て
い
る

と
言
う
。
た
と
え
ば
煤
煙
の
た
め
に
窓
を
開
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
洗
濯
物
を
屋
外
に
干
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
長
期

に
わ
た
る
大
気
汚
染
に
よ
っ
て
住
民
に
健
康
障
害
が
生
じ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
長
期
に
わ
た
り
青
年
の
体
格
検
査
の
合
格
率
が
低

い
こ
と
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
地
域
の
農
作
物
に
対
す
る
影
響
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
農
作
物
の
生
育
が
悪
く
、
多
く
の
農

民
収
入
の
減
少
と
い
う
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
。
い
ま
一
つ
に
は
、
こ
れ
ら
の
環
境
破
壊
の
改
善
を
も
と
め
て
関
係
住

民
が
繰
り
返
し
党
政
機
関
へ
「
上
訪
」
を
お
こ
な
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
間
接
的
な
影
響
で
あ
る
。
一
部
の
機
関
や
企
業
で
は
生
産
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図表17　第4期揚州市人代第4回会議に提出された第33号議案提案者

議案提出者の所属先 代表選出選挙区 党籍

郊区財政局局長 郊区 中共

郊区湾頭鎮沙聯村支部書記 郊区 中共

揚州市鴻大房地産公司経理、郊区建設委員会副主任 郊区 中共

揚州市東郊果品公司経理 郊区 中共

郊区西湖鎮党委副書記、経委書記、郊区人代主席 郊区 中共

郊区文教局督導師室副主任 郊区 中共

揚州市疏菜研究所高級農芸師 郊区 無党派

郊区建設委主任 郊区 中共

揚州市久揚漁具有限公司総経理 郊区 中共

揚州亜星客車股分有限公司副総経理 郊区 中共

揚州rl∫人代web－slte掲載資料をもとに筆者作成。

活
動
へ
の
影
響
を
回
避
す
る
た
め
に
住
民
が
「
上
訪
」
に
出
る
こ
と
を
阻

止
し
て
お
り
、
こ
の
結
果
と
し
て
同
地
域
の
社
会
の
安
定
が
損
な
わ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
環
境
汚
染
が

原
因
と
な
っ
て
投
資
者
が
同
地
域
の
経
済
活
動
に
対
す
る
投
資
を
敬
遠
す

る
動
き
が
あ
る
こ
と
、
近
隣
の
公
園
利
用
者
数
の
減
少
な
ど
も
言
及
さ
れ

て
い
た
。

同
議
案
の
一
〇
名
の
提
案
者
は
、
い
ず
れ
も
議
案
が
間
題
と
す
る
工
場

が
所
在
す
る
揚
州
市
郊
区
選
出
の
人
代
代
表
で
あ
っ
た
。
議
案
提
出
者
の

一
人
ひ
と
り
が
議
案
提
出
に
よ
っ
て
享
受
し
得
る
具
体
的
な
利
害
は
確
認

で
き
な
い
も
の
の
、
選
出
選
挙
区
民
の
居
住
環
境
や
経
済
環
境
の
悪
化
を

憂
慮
し
て
、
同
選
挙
区
選
出
の
代
表
が
議
案
を
提
出
し
た
と
い
う
構
図
は

観
察
で
き
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
議
案
提
出
は
選
出
選
挙
区
へ
の
経
済
や
環
境
保
護
問
題
に
関
し

た
利
益
の
誘
導
だ
け
を
意
図
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
選
出

選
挙
区
の
行
政
機
関
の
上
級
行
政
機
関
に
対
し
て
（
揚
州
市
下
の
区
、
県

級
市
、
県
人
民
政
府
が
揚
州
市
人
民
政
府
に
対
し
て
）
行
政
権
限
の
委
譲
を

要
求
す
る
と
い
っ
た
、
政
治
的
な
利
益
の
誘
導
を
意
図
す
る
議
案
も
提
出

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
郊
区
建
設
委
員
会
主
任
が
筆
頭
議
案
提
案
者
と
な

り
、
郊
区
選
出
代
表
が
提
案
し
た
第
三
八
号
議
案
が
そ
う
で
あ
る
（
図
表
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図表18　第4期揚州市人代第4回会議に提出された第38号議案の提案者

議案提出者の所属先 所属党派

郊区建設委員会主任 中共

郊区西湖鎮党委副書記、経済委書記、人代主席 中共

揚州市疏菜研究所高級農芸師 無党派

揚州市久楊漁具有限公司総経理 中共

郊区人代常務委主任 無党派

揚州市人代常務委委員、江蘇里下河地区農科所小麦育種室主任、九三学社

　揚州市委副主任
九三

郊区湾頭鎮沙聯村支部書記 中共

郊区財政局局長 中共

揚州市東郊果品公司経理 中共

揚州市鴻大房地公司経理、郊区建設委副主任 中共

揚州市人代、、eb－Slte掲載資料をもとに筆者作成、

18
）
。

　
同
議
案
は
、
揚
州
市
政
府
が
郊
区
人
民
政
府
管
轄
区
域
内
か
ら
徴

収
し
て
い
る
イ
ン
フ
ラ
建
設
と
整
備
に
関
連
す
る
税
費
の
う
ち
、
実

際
に
揚
州
市
政
府
が
郊
区
人
民
政
府
管
轄
内
に
公
共
投
資
と
し
て
還

元
し
て
い
る
金
額
は
そ
の
約
四
〇
％
に
満
た
な
い
こ
と
か
ら
、
市
政

府
に
対
し
て
、
同
区
か
ら
徴
収
し
て
い
る
該
当
税
費
に
相
当
す
る
金

額
を
郊
区
政
府
管
轄
地
域
内
の
イ
ン
フ
ラ
建
設
と
整
備
の
た
め
に
投

入
す
る
よ
う
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
郊
区
選
出
の
人
代
代
表
は
、

議
案
の
提
出
を
通
じ
て
、
郊
区
人
民
政
府
に
替
っ
て
揚
州
市
人
民
政

府
に
対
し
て
財
源
の
再
分
配
と
い
う
き
わ
め
て
政
治
的
色
彩
の
強
い

要
求
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
と
同
様
の
趣
旨
で
、
郊
区
建
設
委
主
任
が
筆
頭
議
案
提
案
者

と
な
り
且
つ
郊
区
選
出
代
表
が
連
名
で
提
出
し
た
議
案
は
、
第
四
〇

号
議
案
、
第
四
一
号
議
案
が
あ
る
。
第
四
〇
号
議
案
は
、
郊
区
政
府

管
轄
内
の
道
路
を
中
心
と
し
た
都
市
の
イ
ン
フ
ラ
建
設
が
立
ち
遅
れ

て
い
る
原
因
が
、
郊
区
人
民
政
府
に
公
共
交
通
と
公
共
事
業
を
管
理

す
る
行
政
部
門
が
な
い
こ
と
、
ま
た
関
連
す
る
投
資
資
金
が
十
分
で

は
な
い
こ
と
、
加
え
て
郊
区
政
府
管
轄
区
域
の
イ
ン
フ
ラ
建
設
に
関

す
る
財
源
を
郊
区
政
府
で
は
な
く
揚
州
市
政
府
が
掌
握
し
て
い
る
こ
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第4期揚州市人代第4回会議に提出された第40号議案の提案者

議案提出者の所属先 所属党派

郊区建設委員会主任 中共

郊区西湖鎮党委副書記、経済委書記、人代主席 中共

揚州市久陽漁具有限公司総経理 中共

郊区人代常務委主任 無党派

揚州市人代常務委委員、江蘇里下河地区農科所小麦育種室主任、九三学社

　揚州市委副主任
九三

郊区湾頭鎮沙聯村支部書記 中共

郊区財政局局長 中共

揚州市東郊果品公司経理 中共

揚州市鴻大房地公司経理、郊区建設委副主任 中共

揚州市郊区疏菜局副局長 無党派

揚州ll∫人代wel）一slte掲載資料をもとに筆斉f’r成、，

　　図表20　第4期揚州市人代第4回会議に提出された第41号議案の提案者

議案提出者の所属先 所属党派

郊区建設委員会主任 中共

郊区西湖鎮党委副書記、経済委書記、人代主席 中共

揚州市疏菜研究所高級農芸師 無党派

揚州市郊区疏菜局副局長 無党派

揚州市久楊漁具有限公司総経理 巾共

郊区人代常務委主任 無党派

揚州市人代常務委委員、江蘇里下河地区農科所小麦育種室主任、九三学社

　揚州市委副主任
九三

郊区湾頭鎮沙聯村支部書記 中共

郊区財政局局長 中共

揚州市東郊果品公司経理 中共

揚州巾人f～web－slte掲載資料をもとに筆：者作成。
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と
に
あ
る
と
し
、
そ
の
改
善
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
議
案
は
揚
州
市
政
府
に
対
し
て
郊
区
政
府
管
轄
地
域
か

ら
徴
収
し
て
い
る
土
地
譲
渡
費
、
徴
用
費
、
基
本
建
設
関
連
費
に
相
当
す
る
金
額
を
同
区
の
道
路
建
設
を
中
心
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
建

設
費
と
し
て
活
用
す
る
よ
う
要
求
し
て
い
た
。

　
第
四
一
号
議
案
も
ま
た
、
郊
区
政
府
管
轄
区
域
内
の
イ
ン
フ
ラ
建
設
の
立
ち
遅
れ
に
注
目
し
、
そ
の
改
善
を
要
求
す
る
議
案
で
あ

っ
た
。
同
議
案
は
、
本
来
郊
区
人
民
政
府
が
主
体
的
に
同
区
内
の
イ
ン
フ
ラ
建
設
と
そ
の
管
理
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
あ
る
と
し
な

が
ら
も
、
郊
区
政
府
管
轄
内
の
建
設
計
画
権
や
基
礎
建
設
関
連
費
、
土
地
譲
渡
費
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
補
修
費
等
を
揚
州
市
政
府
が
管

理
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
か
ね
て
よ
り
交
通
局
や
公
共
事
業
局
が
郊
区
政
府
に
は
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
経
緯
を
鑑
み
て
、
市
政

府
に
対
し
て
郊
区
の
道
路
整
備
を
中
心
と
し
た
重
点
的
な
イ
ン
フ
ラ
設
備
を
市
の
公
共
事
業
計
画
に
盛
り
込
む
よ
う
要
求
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
う
し
た
人
代
代
表
の
選
出
選
挙
区
へ
の
利
害
誘
導
を
意
図
し
た
活
動
の
事
例
は
、
揚
州
市
に
限
る
も
の
で

は
な
い
。
他
地
区
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
直
接
調
査
し
た
事
例
を
例
示
し
よ
う
。
例
え
ば
、
一
九
九
〇
年
代
初
め
に
上
海

市
政
府
が
上
海
市
内
の
内
環
高
架
道
路
の
建
設
計
画
の
一
環
と
し
て
発
表
し
た
、
楊
浦
大
橋
か
ら
黄
興
路
、
五
角
場
鎮
を
経
由
し
て

復
旦
大
学
の
正
門
前
の
郡
郷
路
を
通
過
し
て
中
山
北
路
の
内
環
高
架
道
路
に
連
結
す
る
計
画
に
対
し
て
、
復
且
大
学
や
五
角
場
鎮
を

行
政
区
域
内
に
含
む
楊
浦
区
人
代
に
お
い
て
代
表
（
団
）
が
提
起
し
た
議
論
が
そ
う
で
あ
る
。
復
日
天
学
を
選
挙
区
に
含
む
五
角
場

街
道
代
表
団
は
、
復
旦
大
学
の
正
門
前
に
高
架
道
路
が
建
設
さ
れ
れ
ば
大
学
の
景
観
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
、
ま
た
建
設
経
費
の
削
減

を
理
由
と
し
て
、
同
計
画
の
変
更
（
郎
郷
路
を
経
由
せ
ず
に
、
黄
興
路
か
ら
五
角
場
の
手
前
で
中
山
北
二
路
を
経
る
現
行
の
路
線
）
を
要

求
す
る
議
案
を
楊
浦
区
人
代
代
表
大
会
に
提
出
し
た
。
他
方
同
済
大
学
を
選
出
選
挙
区
に
含
む
四
平
路
代
表
団
は
、
五
角
場
・
耶
郵

路
を
経
由
す
る
計
画
が
中
止
に
な
っ
た
場
合
、
同
済
大
学
の
付
近
を
高
架
道
路
が
通
過
し
、
道
路
騒
音
が
構
内
の
環
境
に
悪
影
響
を

あ
た
え
る
こ
と
を
懸
念
し
て
、
五
角
場
代
表
団
が
提
出
し
た
議
案
に
対
抗
し
て
内
環
道
路
が
同
大
学
付
近
を
通
過
し
な
い
よ
う
配
慮
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し
た
路
線
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
求
め
る
議
案
を
提
出
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
選
出
選
挙
区
が
異
な
る
人
代
代
表
が
共
同
し
て
議
案
を
提
出
し
に
く
い
背
景

　
こ
う
し
て
「
同
一
の
選
挙
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
人
代
代
表
が
共
同
し
て
活
動
す
る
（
例
え
ば
共
同
し
て
議
案
を
提
出
す
る
こ
と
）
」

と
い
う
特
徴
が
確
認
さ
れ
る
一
方
で
、
選
出
選
挙
区
の
異
な
る
人
代
代
表
が
共
同
し
て
活
動
す
る
（
例
え
ば
共
同
し
て
議
案
を
提
出
す

る
）
こ
と
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
第
四
期
揚
州
市
人
代
第
四
回
会
議
と
、
第
五
期
揚
州
市
人
代
第
一
回
会
議
に
提
出
さ
れ
た
議
案
の

う
ち
、
選
出
選
挙
区
が
異
な
る
代
表
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
件
と
六
件
が
確
認
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

何
故
、
少
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
理
由
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
は
な
い
。
異
な
る
選
出
選
挙
区
の
人
代
代
表
間
に
は
共
通
す
る
利
益
が
少
な
い
か
ら
と
言
え
よ
う
。

そ
う
い
え
る
の
は
、
例
え
ば
選
挙
区
問
の
経
済
指
標
の
大
き
な
差
異
の
存
在
で
あ
る
。

　
揚
州
市
下
の
各
区
、
市
、
県
の
国
内
生
産
総
値
と
そ
の
一
人
当
た
り
平
均
値
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
『
二
〇
〇
三
年
版
揚
州

　
　
　
　
　
　
　
（
η
）

市
統
計
年
鑑
電
子
版
』
に
よ
れ
ば
、
揚
州
市
市
区
（
広
陵
・
維
揚
区
・
邦
江
区
）
で
の
一
人
当
た
り
平
均
国
内
総
生
産
額
は
宝
慮
県

や
高
郵
市
の
そ
れ
の
四
倍
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
産
業
構
造
、
労
働
者
平
均
賃
金
、
農
民
純
収
入
そ
し
て
非
農
業
人
口
比
率
に

つ
い
て
も
比
較
し
て
み
た
。
確
か
に
行
政
区
域
（
選
挙
区
）
毎
に
数
値
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
明
確
に
選
出
選
挙
区
毎
に
経
済
水
準
が
異
な
れ
ば
、
「
選
出
選
挙
区
へ
の
利
益
誘
導
」
に
主
要
な
関
心
を
持
つ

人
代
代
表
が
関
心
を
寄
せ
る
事
象
は
選
出
選
挙
区
毎
に
異
な
る
は
ず
だ
。
そ
れ
故
に
、
選
出
選
挙
区
が
異
な
る
代
表
ら
が
共
同
し
て

議
案
を
提
出
す
る
こ
と
は
稀
な
こ
と
だ
と
言
え
よ
う
。

　
選
挙
区
毎
の
経
済
水
準
の
相
違
が
背
景
と
な
っ
て
、
選
出
選
挙
区
の
異
な
る
人
代
代
表
ら
の
活
動
に
相
違
が
観
察
さ
れ
る
の
は
、

こ
れ
も
ま
た
何
も
揚
州
市
人
代
代
表
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
そ
の
活
発
な
活
動
が
注
目
を
集
め
て
い
る
広
東
省
人
代
に
お
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　　　　　　　図表21揚州市下の各行政区の経済指標（2002年）

国内生産総額（億元） 一人当平均国内生産総額（元）

揚州市全域 558．93 12，368

市区

　広陵区

　維揚区

　邦江区

256．72

　　　20．28

　　　16．25

　　　83．28

23，293

宝鷹県 59．08 6，435

儀征市 61．12 10，264

高郵市 61．22 7，362

江都市 120．93 11，265

『2003年版揚州市統計｛1’鑑電‘版』掲載資料をもとに筆者作成、

　図表22　揚州市下の各行政区の産業別国内生産額（2002年）

全市 市区
　　　広陵区維揚区邦江区

宝鷹 儀征 高郵 江都

第一次産業

第二次産業

第三次産業

12。79。

48．8％

38，69b

4．496　　　6．396　　　7．3％　　　9．796

53．0％　　31．696　　60．8％　　54．396

42．6％62．1％32．0％36．0％

31．7％

35．4％

32．9％

10．7％

58．6％

30．7％

29．9％

35．5％

34．6％

13．0％

48．4％

38．6％

『20〔）3年版揚州巾統計勾鑑電」へ版』掲載資料をもとに筆者作成。

　　　　　図表23　揚艸市下の各行政区の経済・人ロ指標（2002年）

総人口

（万人）

　労働者
平均賃金（元）

農民純収入

　（元）
非農業人口

非農業人口

　比率

揚州市全域 452．22 12，006 3，926 130．48 28．85

広陵区 30．25 10，682 5，250 25．34 83．76

維揚区 25．61 15，861 5，285 19．20 74．97

邦江区 54．89 9，187 4，375 10．28 18．72

宝鷹県 91．73 9，212 3，712 17．35 18．91

儀征市 59．35 13，263 3，649 19．25 32．44

高郵市 83．16 8，742 3，726 15．55 18．69

江都市 107．22 9，395 4，146 23．52 21．94

『2003年版揚州巾統計年鑑電∫へ版』掲載資料をもとに筆者作成、
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い
て
具
体
的
に
確
認
で
き
る
。
そ
の
代
表
的
な
事
例
と
し
て
は
、
二
〇
〇
二
年
二
月
の
広
東
省
人
代
会
議
に
お
い
て
広
東
省
政
府
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
娼
）

動
報
告
が
審
議
さ
れ
た
際
の
広
州
市
代
表
団
と
河
源
市
代
表
団
と
の
意
見
の
相
違
で
あ
る
。
同
政
府
活
動
報
告
で
は
、
広
東
省
を
流

れ
る
河
川
の
下
流
域
に
所
在
す
る
都
市
は
比
較
的
経
済
が
発
展
し
て
い
る
一
方
で
、
上
流
域
の
都
市
は
水
源
環
境
保
護
の
必
要
性
か

ら
企
業
誘
致
を
制
限
す
る
な
ど
経
済
発
展
に
不
利
で
あ
る
と
し
て
、
下
流
域
都
市
が
上
流
域
の
都
市
の
財
政
的
な
支
援
策
（
河
川
下

流
地
域
が
中
、
上
流
地
域
の
環
境
保
護
活
動
に
対
す
る
保
障
制
度
を
整
備
改
善
す
る
こ
と
）
を
省
政
府
が
検
討
し
始
め
る
方
針
が
示
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
提
案
は
、
広
東
省
の
水
源
地
域
で
あ
る
河
源
市
を
選
出
選
挙
区
と
す
る
河
源
市
代
表
団
が
、
同
市
の
経
済
発
展
が
下

流
域
住
民
の
飲
料
水
資
源
保
護
の
犠
牲
と
な
っ
て
立
ち
遅
れ
て
い
る
こ
と
の
代
償
と
し
て
支
援
施
策
の
立
案
を
省
政
府
に
働
き
か
け

た
結
果
、
検
討
課
題
と
し
て
省
政
府
が
報
告
の
中
に
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
財
政
支
援
を
す
る
側
で

あ
る
広
州
市
代
表
団
は
、
省
政
府
に
対
し
て
「
事
前
の
意
見
聴
取
が
不
十
分
で
あ
る
」
と
し
て
同
方
針
へ
の
反
対
の
意
見
を
表
明
し

た
の
で
あ
っ
た
。

　
広
東
省
は
、
経
済
成
長
が
著
し
い
一
方
で
環
境
問
題
も
ま
た
深
刻
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
環
境
問
題
に
対
す
る
人
代
代
表
の
関
心
は

強
く
、
環
境
保
護
行
政
に
対
す
る
人
代
代
表
の
批
判
は
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
方
で
、
環
境
問
題
を
め
ぐ
る

利
益
の
再
配
分
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
同
級
の
全
て
の
人
代
代
表
ら
は
単
純
に
「
反
環
境
汚
染
」
で
一
枚
岩
と
な
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
経
済
成
長
の
段
階
に
応
じ
て
環
境
問
題
に
対
す
る
利
害
は
選
挙
区
毎
に
異
な
る
こ
と
か
ら
、
会
議
で
は
人
代
代
表
は

代
表
団
毎
に
異
な
る
利
害
に
基
づ
い
て
活
動
す
る
結
果
、
会
議
で
は
代
表
団
毎
の
利
害
の
調
整
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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代
表
団
内
部
の
利
害
の
相
違

　
こ
う
し
て
人
代
代
表
が
利
害
を
同
じ
く
す
る
同
一
の
選
出
選
挙
区
毎
に
活
動
す
る
様
を
確
認
し
て
き
た
。
し
か
し
代
表
ら
は
同
じ

代
表
団
に
所
属
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
』
枚
岩
」
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
実
は
、
前
述
の
議
案
第
三
八
、
四
〇
、
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四
一
号
が
そ
う
し
た
実
例
を
示
し
て
い
る
。

　
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
議
案
の
趣
旨
は
揚
州
市
人
民
政
府
に
対
し
て
郊
区
人
民
政
府
へ
財
源
お
よ
び
関
連
す
る
行
政
権

限
の
委
譲
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
議
案
の
い
ず
れ
の
提
案
者
も
、
郊
区
を
選
挙
区
と
す
る
代
表
で
あ
っ
た
。
し
か
し

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
に
は
徐
益
民
・
揚
州
市
党
委
常
務
委
副
書
記
、
播
天
駅
・
揚
州
市
党
委
統
】
戦
線
部
部
長
、
酵

代の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
仁
・
揚
州
市
人
代
常
務
委
副
主
任
な
ど
、
郊
区
を
選
出
選
挙
区
と
す
る
人
代
代
表
で
且
つ
揚
州
市

部幹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
府
あ
る
い
は
揚
州
市
党
委
な
ど
の
上
級
行
政
区
の
党
政
府
の
領
導
幹
部
職
に
就
い
て
い
る
人
代
代

代人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
（
図
表
2
4
）
。

府
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
種
の
議
案
が
効
果
的
に
処
理
さ
れ
る
た
め
に
は
、
揚
州
市
人
民
政
府
お
よ
び
党
委
関
係
者
を

政
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
同
議
案
提
出
者
に
含
め
て
お
く
ほ
う
が
有
利
な
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
同
議
案
の
共
同
提
出
者
に

党
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
揚
州
市
の
党
政
幹
部
の
職
に
就
い
て
い
る
代
表
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
同
一
選
挙
区
選
出

内団
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
人
代
代
表
で
あ
っ
て
も
、
人
代
代
表
の
背
景
（
た
と
え
ば
代
表
が
就
い
て
い
る
職
（
選
挙
区
の
党
政

表代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機
関
幹
部
て
あ
る
か
揚
州
市
党
政
機
関
幹
部
で
あ
る
か
）
に
よ
っ
て
関
心
に
相
違
が
あ
る
こ
と
を
示
唆

区

郊
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
良
い
の
て
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

代人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
称

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
ひ
　
　
　
　
　
　
）

図表24　第4期揚艸

徐益民 揚州市党委常務委副書記

濡天駅 揚州市党委統一戦線部部長

酵慶仁 揚州市人代常務委副主任

張家仁 郊区区党委常務委委員、副区長

許万和 郊区人代常務委 i三任

なお同選挙区選出伏ノ《（

　
偉
　
人
代
代
表
の
活
動
の
三
つ
の
特
徴

　
以
上
の
整
理
を
通
じ
て
人
代
代
表
の
活
動
の
特
徴
と
し
て
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
一
つ
に
は
人
代

代
表
は
選
出
選
挙
区
毎
に
異
な
る
利
害
の
集
合
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
代
代
表
の
活
動
は
選
出
選

挙
区
毎
に
展
開
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
二
つ
に
は
そ
う
し
た
入
代
代
表
の
活
動
は
選
出
選
挙
区
へ
の

利
益
誘
導
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
は
、
選
出
選
挙
区
を
同
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じ
く
す
る
同
一
の
代
表
団
内
部
に
お
い
て
も
、
そ
の
所
属
（
職
業
等
）
に
よ
っ
て
関
心
は
異
な
り
、
一
つ
の
代
表
団
が
無
条
件
に

』
枚
岩
」
と
し
て
活
動
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
そ
こ
に
は
「
政
党
」
と
い
う
政
治
集
団
を
単
位
と
し
た

活
動
を
ほ
と
ん
ど
観
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
揚
州
市
人
代
代
表
と
い
う
限
ら
れ
た
事
例
分
析
に
も
と
づ
け
ば
、
人
代
代
表
は
「
選
出
選
挙
区
の
利
害
に
強
い
関
心
を

持
ち
、
そ
れ
故
に
人
代
代
表
と
は
地
域
を
主
体
と
し
た
多
様
な
利
害
を
表
出
す
る
存
在
で
あ
り
、
基
本
的
に
選
出
選
挙
区
を
一
つ
の

集
団
と
し
て
活
動
す
る
」
。
そ
し
て
こ
う
し
た
代
表
の
集
合
体
で
あ
る
人
代
会
議
と
は
、
「
地
域
を
主
体
と
し
た
多
様
な
利
害
を
調
整

す
る
場
で
あ
る
」
と
暫
定
的
に
い
え
よ
う
。

　
党
は
人
代
を
領
導
す
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
多
様
な
利
害
を
表
出
す
る
人
代
代
表
を
相
手
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
党
員
人
代
代
表
の
な
か
に
は
、
党
議
と
選
出
選
挙
区
の
利
害
が
一
致
し
な
い
場
合
が
有
り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

党
員
人
代
代
表
の
党
議
遵
守
は
無
条
件
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
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六
　
お
わ
り
に

　
既
に
確
認
し
た
と
お
り
、
党
の
国
家
に
対
す
る
領
導
は
党
の
人
代
に
対
す
る
領
導
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
党
の
国

家
に
対
す
る
領
導
の
正
当
性
の
調
達
と
い
う
観
点
か
ら
必
至
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
と
同
時
に
党
は
、
人
代
を
人
民
の
権
威
あ

る
権
力
機
関
と
し
て
築
き
あ
げ
る
必
要
性
か
ら
、
人
代
の
機
能
の
強
化
と
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
具
体
的
に
は
党
は
人
代
の
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

治
的
権
威
を
確
認
す
る
通
達
を
発
す
る
ほ
か
に
、
県
級
以
上
の
地
方
各
級
人
代
に
常
務
委
を
設
置
し
、
ま
た
議
事
規
則
の
制
定
或
い

は
立
法
法
や
監
督
法
の
制
定
や
起
草
の
歩
を
す
す
め
る
な
ど
、
約
二
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
人
代
の
活
動
の
規
範
化
と
権
威
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
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こ
う
し
て
党
は
、
権
威
あ
る
人
代
を
通
じ
て
国
家
に
対
す
る
領
導
の
正
当
性
を
調
達
す
る
こ
と
で
、
そ
の
領
導
者
と
し
て
の
政
治

的
存
在
を
よ
り
い
っ
そ
う
強
固
な
も
の
と
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
党
の
取
り
組
み
は
大
き
な
問
題

に
直
面
し
て
い
る
。

　
そ
う
言
え
る
の
は
、
党
員
人
代
代
表
の
｝
部
に
党
議
拘
束
に
造
反
す
る
事
例
が
観
察
さ
れ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
党
の
人
代

に
対
す
る
領
導
は
、
民
主
集
中
制
の
原
則
に
も
と
づ
い
て
党
員
人
代
代
表
が
党
議
拘
束
を
遵
守
し
て
党
の
意
思
を
無
条
件
に
国
家
の

意
思
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
党
員
人
代
代
表
の
造
反
は
、
民
主
集

中
制
の
原
則
が
弛
緩
し
、
党
の
意
思
を
国
家
の
意
思
に
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
で
は
、
何
故
、
党
員
人
代
代
表
は
党
議
拘
束
に
造
反
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
は
、
党
の
国
家
に
対
す
る
領
導
の
実
態
と
そ

の
変
化
の
可
能
性
を
検
討
す
る
う
え
で
必
ず
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
課
題
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
本
稿
で
は
資
料
の
制
約
上
、
こ
の

問
い
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
党
員
人
代
代
表
を
含
む
人
代
代
表
の
活
動
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、
党
員
人
代
代
表
が
党
議
拘
束
に
造
反
す
る
要
因
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
。
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
揚
州
市
人
代

代
表
の
活
動
に
よ
れ
ば
、
人
代
代
表
は
代
表
団
毎
に
分
散
し
た
存
在
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
代
表
団
内
で
す
ら
利
害
は
一
様
で
は
な

く
、
そ
う
し
た
人
代
代
表
の
集
合
体
で
あ
る
人
代
会
議
は
複
雑
な
利
害
が
表
出
さ
れ
る
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ

う
言
え
る
と
き
、
表
出
さ
れ
る
多
様
な
意
見
や
要
求
を
、
党
が
領
導
者
と
し
て
的
確
に
集
約
し
、
そ
う
し
た
党
の
意
思
を
常
に
党
員

人
代
代
表
が
遵
守
す
る
だ
け
で
な
く
、
非
党
員
人
代
代
表
か
ら
も
広
範
な
支
持
を
無
条
件
に
取
り
付
け
る
こ
と
は
ど
う
や
ら
容
易
で

は
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の
地
方
に
お
い
て
党
員
人
代
代
表
が
党
議
拘
束
に
造
反
す
る
事
例

が
近
年
多
く
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
こ
と
と
言
え
よ
う
。
も
は
や
今
日
の
人
代
代
表
は
、
反

右
派
闘
争
そ
し
て
文
化
大
革
命
時
期
に
政
治
的
に
迫
害
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
て
、
党
の
領
導
を
無
条
件
に
受
容
す
る
存
在
に
す
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甜
）

な
か
っ
た
人
代
代
表
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
今
後
よ
り
一
層
社
会
に
お
け
る
経
済
格
差
が
拡
大
す
る
な
か
で
、
人
代
代
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表
が
代
表
す
る
利
害
は
さ
ら
に
拡
散
し
、
人
代
会
議
は
よ
り
多
様
な
利
害
が
表
出
さ
れ
る
場
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
党
員
人

代
代
表
に
対
し
て
党
議
拘
束
を
遵
守
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
通
達
や
規
則
、
或
い
は
人
代
領
導
幹
部
の
党
内
権
威
を
向
上
さ
せ
る
と

い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
、
党
の
人
代
に
対
す
る
領
導
の
実
現
は
、
困
難
を
極
め
て
ゆ
く
は
ず
だ
。

　
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
党
の
人
代
に
対
す
る
領
導
の
問
題
は
、
党
・
国
家
関
係
だ
け
で
な
く
、
党
と
社
会
と
の
関
係
の
実
態
の

間
題
に
置
き
換
え
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
「
人
民
が
最
高
権
力
機
関
の
代
表
で
あ
る
人
代
代
表
を
選
出
し
、
人
代
が
行
政
機

関
等
の
権
力
の
執
行
機
関
を
選
出
し
、
そ
れ
が
社
会
を
統
治
す
る
」
と
い
う
国
家
制
度
を
採
用
す
る
中
国
に
お
い
て
、
党
が
国
家
そ

し
て
社
会
に
対
す
る
領
導
を
実
現
し
維
持
す
る
た
め
に
は
、
人
代
代
表
が
党
に
よ
る
領
導
を
受
容
す
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
社
会

の
代
表
で
あ
る
人
代
代
表
に
よ
る
党
議
拘
束
の
遵
守
が
必
至
で
あ
る
。
し
か
し
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
党
員
人
代
代
表
が
党
議
に
造

反
す
る
事
例
が
近
年
多
く
観
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
（
人
代
代
表
が
社
会
口
人
民
の
忠
実
な
利
害
の
代
表
者
で
あ
る
と

判
断
す
る
こ
と
の
妥
当
性
が
ま
ず
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
）
、
社
会
と
党
と
の
問
の
領
導
・
被
領
導
関
係
の
弛
緩
を
示
唆
し
て

い
る
と
も
言
え
な
く
も
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
党
の
領
導
者
と
し
て
の
中
国
政
治
社
会
に
お
け
る
地
位
は
危
機
に
直
面
し
て

い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
党
員
人
代
代
表
を
含
む
人
代
代
表
は
、
党
の
国
家
に
対
す
る
領
導
を
実
現
す
る
た
め
の
一
つ
の
「
装
置
」
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
し
か
し
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
近
年
の
人
代
代
表
の
活
動
の
実
態
か
ら
は
、
そ
う
し
た
「
装
置
」
に
過
ぎ
な
か
っ

た
代
表
か
ら
の
変
化
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
党
員
人
代
代
表
を
含
む
人
代
代
表
の
活
動
は
、
中
国
政
治
の
展
望
を
試
み
る
う

え
で
重
要
な
視
点
を
提
供
す
る
は
ず
で
あ
り
、
今
後
も
引
き
続
き
注
目
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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（
1
）
　
「
領
導
」
と
は
「
指
揮
命
令
」
を
含
意
す
る
中
国
語
で
あ
る
。
領
導
と
被
領
導
は
、
指
導
と
被
指
導
と
は
異
な
り
、
強
制
力
が
と
も

　
な
っ
た
命
令
指
揮
関
係
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
区
別
は
「
特
に
中
国
の
党
・
行
政
官
僚
組
織
問
の
関
係
を
表
す



中国共産党の人民代表大会に対する領導の実態とその限界

ヒ
で
き
わ
め
て
重
要
」
と
い
わ
れ
る
。
同
定
義
は
、
高
原
明
生
「
中
国
共
産
党
と
市
場
経
済
化
　
党
H
国
家
、
党
口
企
業
関
係
と
中
央
”

地
方
関
係
の
展
開
」
『
立
教
法
学
』
第
五
二
号
（
立
教
大
学
法
学
部
、
一
九
九
九
年
）
、
一
八
三
頁
に
依
っ
た
。

（
2
）
　
唐
亮
『
現
代
中
国
の
党
政
関
係
』
（
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
し
年
）
一
頁
。

（
3
）
　
「
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
関
於
建
国
以
来
党
的
若
干
歴
史
問
題
的
決
議
（
一
九
八
一
年
六
月
二
七
日
中
国
共
産
党
第
］
一
届
中
央

委
員
会
第
六
次
全
体
会
議
↓
致
通
過
）
」
中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
『
三
中
全
会
以
来
重
要
文
献
選
編
』
下
（
人
民
出
版
社
、
北
京
、
一

　
九
八
二
年
）
七
八
八
i
八
四
六
頁
。

（
4
）
　
李
鵬
が
第
九
期
全
人
代
常
務
委
委
員
長
に
就
任
し
て
以
来
、
『
人
民
日
報
』
で
は
「
民
主
與
法
制
週
問
」
、
『
法
制
日
報
』
て
は
「
人

大
窓
」
と
題
す
る
人
代
の
活
動
を
紹
介
す
る
欄
が
設
け
ら
れ
た
。
一
九
九
八
年
一
〇
月
よ
り
『
人
民
日
報
』
に
「
民
主
與
法
制
」
専
門
欄

　
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
九
九
年
一
月
六
日
よ
り
「
民
主
和
法
制
週
刊
」
に
改
称
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
専
門
欄
は
「
人
民
代
表
大
会
制
度

　
と
民
主
と
法
制
建
設
の
宣
伝
の
強
化
」
の
喜
貝
と
し
て
、
全
人
代
常
委
会
弁
公
庁
と
『
人
民
日
報
』
社
の
協
力
の
も
と
に
設
け
ら
れ
た

　
（
「
民
主
與
法
制
（
創
刊
的
話
）
」
『
人
民
日
報
』
一
九
九
八
年
一
〇
月
六
日
。
「
致
読
者
」
『
人
民
日
報
』
一
九
九
九
年
一
月
六
日
）
。
ま
た
、

　
〇
一
年
三
月
よ
り
全
人
代
常
務
委
弁
公
庁
新
聞
局
と
信
息
中
心
が
「
中
国
人
大
新
聞
網
」
と
題
す
る
≦
3
あ
ぎ
を
運
営
し
始
め
た

　
（
日
ε
ミ
≦
乏
≦
唇
8
9
拐
．
8
ヨ
．
8
を
参
照
）
。
こ
れ
に
前
後
し
て
地
方
各
級
人
代
は
、
≦
9
或
3
を
つ
う
じ
て
自
ら
の
地
域
の
人
代

　
の
活
動
の
紹
介
を
積
極
的
に
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
5
）
例
え
ば
唐
亮
『
変
貌
す
る
中
国
政
治
－
漸
進
路
線
と
民
主
化
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）
一
九
一
－
ニ
ニ
八
頁
。
鄭
永

　
年
『
政
治
漸
進
主
義
中
国
的
政
治
改
革
和
民
主
化
前
景
』
（
中
華
欧
亜
教
育
基
金
会
、
台
北
、
二
〇
〇
〇
年
）
。
【
象
営
』
。
○
、
野
詰
p

　
詑
Q
ご
、
ミ
～
｛
ー
ミ
～
ミ
、
、
虻
簿
ミ
隷
ミ
～
ミ
～
○
ミ
㎞
ミ
．
吻
≧
ミ
～
ミ
～
ミ
》
さ
ミ
磯
。
。
。
O
ミ
霞
ミ
釜
ミ
ミ
、
ミ
、
ミ
ミ
翁
ミ
～
、
～
。
。
ミ
N
ミ
ミ
ミ
、
O
、
ミ
ミ
鷺
一

　
（
Z
Φ
薯
イ
o
爵
”
O
磐
き
ユ
α
鴇
⊂
三
く
段
巴
身
零
o
。
D
ω
の
一
⑩
⑩
O
）
’
N
『
2
鵬
K
〔
）
コ
臓
三
窪
窪
α
二
ρ
コ
霧
『
曽
戸
ひ
．
↓
箒
Z
簿
凶
o
昌
巴
ぽ
o
巳
①
．
ω

　
∩
o
昌
讐
o
ω
ω
餌
＝
α
岸
ω
曽
①
9
0
『
巴
oo
葦
一
①
ヨ
．
。
、
ぎ
㍉
o
ゴ
昌
タ
．
o
一
彊
蝉
一
孟
N
｝
一
Φ
一
売
一
、
（
）
＝
讐
一
響
弩
α
口
旨
霧
ゴ
蝉
一
ン
巴
ω
二
　
．
．
O
ミ
、
ミ
¢

　
、
ミ
ミ
ヘ
¢
黛
誌
ミ
・
、
ミ
蔑
ミ
＼
、
≧
ミ
、
ミ
ミ
、
、
ミ
夏
〔
牙
O
ミ
お
＼
（
毯
、
、
ミ
h
K
心
、
謁
へ
、
ミ
慰
、
ミ
〔
・
ミ
噂
、
、
（
oっ
ぎ
彊
℃
o
一
，
Φ
一
ω
冒
晦
き
o
お
C
三
～
、
Φ
邑
身

　
一
）
お
ω
9
一
㊤
㊤
o
c
）
∂
℃
P
o。
望
¢
N
。
家
⊆
畦
塁
oo
8
貯
、
審
⇒
⇒
R
．
．
、
目
訂
Z
象
一
〇
一
一
巴
零
8
一
①
．
ω
O
o
一
一
讐
霧
9
、
、
ぎ
言
①
二
〇
（
｝
o
己
ヨ
鋤
昌
讐
位

　
菊
＆
嘆
包
｛
】
≦
碧
閃
鋤
5
＝
訂
罫
巴
。
。
；
ミ
～
へ
、
亀
ミ
さ
鞭
ミ
O
ミ
、
ミ
げ
、
3
、
－
一
§
も
お
偽
む
、
ミ
偽
（
い
o
置
α
o
員
＝
鋤
ン
、
鋤
巳
⊂
三
～
、
①
邑
身

　
℃
お
ω
9
国
O
O
一
）
ψ
O
P
一
〇
〇
山
口
㏄
。
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（
6
）
　
全
国
人
大
常
委
会
弁
公
庁
研
究
室
編
著
『
人
民
代
表
大
会
制
度
建
設
四
十
年
』
（
中
国
民
主
法
制
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
↓
年
）
、

　
＝
二
〇
1
一
三
四
頁
。

（
7
）
　
こ
れ
ま
で
、
党
の
主
要
な
領
導
者
は
人
代
に
対
し
て
重
視
の
姿
勢
を
繰
り
返
し
示
し
て
き
た
。
例
え
ば
劉
少
奇
は
、
一
九
六
二
年
一

　
月
の
拡
大
中
央
工
作
会
議
に
お
け
る
報
告
の
中
で
、
「
わ
が
党
は
確
か
に
国
の
領
導
政
党
で
あ
る
が
、
党
の
組
織
が
人
民
代
表
大
会
と
大

　
衆
組
織
に
取
っ
て
代
わ
り
、
そ
れ
ら
の
組
織
を
有
名
無
実
の
も
の
に
す
る
こ
と
は
、
い
つ
、
如
何
な
る
場
合
に
も
許
さ
れ
な
い
」
と
述
べ

　
る
な
ど
、
国
家
権
力
機
関
と
し
て
の
人
代
の
存
在
意
義
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
郵
小
平
は
、
一
九
七
九
年
六
月
の
第
五
期
全
人
代
第
二

　
回
会
議
党
内
責
任
者
会
議
に
お
い
て
「
我
々
は
法
律
の
制
定
の
歩
み
を
速
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
確
実
に
法
制
の
道
を
歩
む
こ
と
、
特

　
に
高
級
領
導
幹
部
は
法
制
を
し
っ
か
り
と
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
、
党
委
に
よ
る
領
導
は
、
先
ず
法
律
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
立
法
機
関
と
し
て
の
人
代
に
対
す
る
党
の
領
導
の
重
要
性
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
党
は
一
九
八

　
七
年
二
月
の
第
一
三
期
党
大
会
に
お
い
て
「
党
の
主
張
を
法
の
手
続
き
に
従
っ
て
国
家
の
意
思
に
変
え
る
」
こ
と
が
党
の
国
家
に
対
す

　
る
領
導
を
実
現
す
る
た
め
の
主
要
な
方
法
で
あ
る
と
明
記
し
て
い
る
。
中
共
中
央
文
献
編
集
委
員
会
『
劉
少
奇
選
集
』
（
外
文
出
版
社
、

北
京
、
一
九
九
一
年
）
四
八
五
－
五
七
五
頁
。
中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
『
郡
小
平
年
譜
　
一
九
七
五
⊥
九
九
七
（
上
）
』
（
中
央
文
献

出
版
社
、
北
京
、
二
〇
〇
四
年
）
五
二
六
ー
五
二
八
頁
。
趙
紫
陽
「
沿
着
有
中
国
特
色
的
社
会
主
義
道
路
前
進
」
（
一
九
八
七
年
一
一
月

　
二
五
日
）
『
二
二
大
以
来
重
要
文
献
選
編
』
上
（
人
民
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
一
年
）
四
－
六
一
頁
。
閾
珂
「
対
改
革
和
完
善
党
的
執

政
方
式
的
思
考
」
『
中
国
人
大
新
聞
』
耳
8
”
＼
＼
巧
≦
≦
唇
o
莞
≦
ω
■
8
ヨ
h
昌
＼
讐
言
岩
R
o
。
＼
圏
＼
包
霧
ω
O
O
O
・
。
0
8
2
誉
≦
N
器
8
器
薗
耳
ヨ

（
8
）
　
「
国
家
副
主
席
、
第
九
届
全
国
人
大
常
委
会
副
委
員
長
簡
歴
」
『
人
民
日
報
』
一
九
九
八
年
三
月
一
七
日
。

（
9
）
　
察
定
剣
『
中
国
人
民
代
表
大
会
制
度
』
第
三
版
（
法
律
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
八
年
）
二
二
三
頁
。
な
お
、
第
九
期
全
人
代
常
委

会
の
党
員
委
員
比
率
は
、
旨
磐
鵬
ヒ
蕊
o
眞
‘
S
ミ
≧
ミ
賊
§
ミ
、
き
夏
》
9
鑓
ミ
旨
気
Q
～
執
嚢
ス
ω
9
ぎ
瞬
閃
o
話
一
讐
一
四
轟
o
躍
窃

　
汐
窃
ω
る
0
8
）
P
一
8
に
拠
っ
た
。

（
1
0
）
　
劉
智
・
史
衛
民
・
周
暁
東
・
呉
運
浩
著
『
数
据
選
挙
　
人
代
代
表
選
挙
統
計
研
究
』
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
〇
一

年
）
、
三
三
七
頁
。
な
お
、
省
級
以
下
は
、
各
行
政
区
域
に
よ
っ
て
人
代
会
議
の
開
催
暦
数
が
異
な
る
た
め
、
年
に
よ
る
集
計
に
な
っ
て

　
い
る
。

（
n
）
　
全
人
代
常
務
委
の
意
思
決
定
は
「
全
人
代
常
務
委
議
事
規
則
」
第
三
〇
条
に
よ
っ
て
常
務
委
委
員
総
数
の
過
半
数
以
上
の
賛
成
を
以
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っ
て
、
ま
た
地
方
各
級
人
代
と
そ
の
常
務
委
に
つ
い
て
は
「
地
方
各
級
人
民
代
表
大
会
と
各
級
人
民
政
府
組
織
法
」
第
二
〇
条
と
四
五
条

　
に
お
い
て
代
表
（
常
務
委
委
員
）
総
数
の
過
半
数
以
上
の
賛
成
を
以
っ
て
決
定
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
な
お
憲
法
第
六
四
条
の
規
定
に

　
よ
れ
ば
、
憲
法
修
正
の
動
議
は
全
人
代
常
務
委
或
い
は
全
人
代
代
表
の
一
／
五
以
上
の
発
議
に
よ
っ
て
提
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

修
正
は
全
人
代
代
表
総
数
の
二
／
三
以
L
の
賛
成
を
以
っ
て
実
現
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
1
2
）
　
同
図
表
は
以
下
の
資
料
を
参
考
に
作
成
し
た
。
「
朱
鎗
基
九
八
％
高
票
当
選
総
理
」
『
明
報
』
一
九
九
八
年
三
月
一
八
日
「
江
沢
民
李

鵬
失
言
遵
守
憲
法
」
『
明
報
』
一
九
八
八
年
三
月
二
〇
日
「
像
皮
図
章
可
能
演
変
成
歴
名
詞
」
『
聯
合
報
』
一
九
九
八
年
三
月
二
七
日

　
（
耳
8
“
＼
＼
≦
蜜
＜
．
き
o
σ
8
●
8
ヨ
＼
N
餌
o
鼠
○
＼
8
8
巨
診
胃
言
謎
①
ω
言
2
曽
。
落
・
。
盛
日
ヨ
一
）
。
「
人
大
会
議
通
過
副
総
理
国
務
委
員
人
選
」

　
『
聯
合
報
』
一
九
九
八
年
三
月
一
九
日
（
ぼ
ε
一
＼
＼
≦
≦
望
鍔
o
富
9
8
筥
＼
竪
0
3
0
＼
呂
R
邑
＼
唇
隻
0
9
鷺
ω
言
ヌ
ピ
O
紹
o
。
ρ
窪
ヨ
一
）
。
「
以

　
六
五
％
得
票
韓
預
濱
当
選
高
検
検
察
長
」
『
聯
合
報
』
一
九
九
八
年
三
月
一
八
日
（
窪
8
”
＼
＞
＜
≦
揖
墨
9
き
’
8
ヨ
＼
N
8
訂
o
＼
8
8
巨
＼

口
o
o
＼
冨
篶
ω
営
胃
一
〇。
O
器
o
。
。
耳
ヨ
一
）
。
「
評
中
国
人
大
的
部
分
投
票
結
果
」
『
聯
合
報
』
一
九
九
八
年
三
月
一
八
日
（
耳
ε
H
＼
＼
項
≦
ヨ

鑓
o
ぎ
ρ
8
ヨ
＼
堅
3
き
＼
省
o
ユ
巴
＼
唇
臭
霊
鷺
ω
＼
ε
良
○
。
O
器
○
。
¢
窪
ヨ
一
）
。
「
張
万
年
遅
浩
田
担
任
国
家
中
央
軍
事
委
副
主
席
」
『
聯
合

　
報
』
一
九
九
八
年
三
月
一
八
日
（
算
ε
一
＼
＼
≦
≦
チ
鍔
o
σ
8
・
8
ヨ
＼
竪
o
σ
8
＼
呂
g
巨
言
冒
＼
冨
鷺
ω
言
ヌ
一
〇。
8
0
0
0
鉾
日
日
一
）
。
「
”
両
高
〃

　
工
作
報
告
遭
三
〇
％
人
代
投
反
対
或
棄
権
票
」
『
聯
合
報
』
二
〇
〇
一
年
三
月
■
パ
日
（
浮
8
一
＼
＼
≦
≦
多
壁
o
σ
き
。
8
ヨ
＼
省
o
含
巴
言
幕
＼

9
篶
毘
＼
暮
9
①
8
0
匡
．
耳
ヨ
一
）
。
「
．
両
高
”
報
告
殿
誉
交
加
　
能
否
”
高
票
”
通
過
成
焦
点
」
『
聯
合
報
』
二
〇
〇
一
年
三
月
一
四
日

　
（
耳
8
“
＼
＼
≦
≦
≦
．
園
○
富
9
8
ヨ
＼
薯
①
含
巴
＼
器
ゑ
呂
毬
R
ω
鳶
0
2
＼
8
＼
＄
ω
巳
塁
＝
8
。
ご
．
窪
旨
一
）
。
「
人
大
代
表
価
不
満
意
司
法
系
統
改

　
革
成
績
」
『
聯
合
報
』
二
〇
〇
二
年
三
月
一
六
日
（
耳
8
一
＼
＼
≦
ゑ
望
鍔
o
訂
9
8
ヨ
＼
呂
0
9
巴
＼
暑
臭
焉
篶
総
言
需
一
①
8
8
9
算
ヨ
一
）
。

　
「
人
大
会
議
低
票
通
両
高
工
作
報
告
」
『
聯
合
報
』
二
〇
〇
三
年
三
月
一
九
日
（
算
8
“
＼
〉
＜
≦
ヨ
壁
o
富
9
8
ヨ
＼
沼
Φ
息
鋤
一
＼
唇
隻

　
も
謎
①
ω
認
＼
コ
冨
一
㊤
O
ω
8
F
窪
ヨ
一
）
。

（
1
3
）
　
ま
た
「
中
華
人
民
共
和
国
公
民
遊
行
法
」
は
天
安
門
事
件
直
前
の
第
七
期
全
人
代
常
務
委
第
一
四
回
会
議
に
お
い
て
否
決
さ
れ
た
と

　
い
う
。
曹
思
源
『
中
国
政
改
先
声
』
（
夏
菲
爾
国
際
出
版
公
司
、
香
港
、
一
九
九
八
年
）
】
五
三
ー
二
五
八
頁
。
前
掲
唐
亮
書
（
二
〇
〇

　
一
年
）
、
二
〇
五
頁
。
「
譲
法
律
更
完
善
－
修
改
公
路
法
的
表
決
草
案
表
決
紀
実
」
『
人
民
日
報
』
一
九
九
九
年
四
月
三
〇
日
。
「
．
一
票

　
之
差
”
的
聯
想
」
『
人
民
日
報
』
一
九
九
九
年
六
月
九
日
。
家
⊆
霞
塁
oo
8
什
↓
き
冨
ぴ
ミ
、
偽
℃
ミ
ミ
翁
気
卜
亀
ミ
蓉
走
、
蒔
黛
Q
さ
ミ
“

　
（
Z
①
≦
K
o
鼻
“
O
義
o
こ
O
巳
＜
①
琶
q
℃
お
ω
ω
」
8
㊤
）
マ
oo
伊
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（
1
4
）
　
趙
建
民
『
両
岸
政
治
発
展
比
較
－
党
国
体
制
下
党
與
立
法
機
構
関
係
的
若
干
思
考
』
　
耳
ε
“
＼
＼
ど
目
貫
？
〇
三
轟
b
鑛
＼
呂
巳
－

　
苔
δ
＼
o
ρ
旨
O
＼
唇
戸
o
o
O
o
O
O
る
●
耳
ヨ

（
1
5
）
　
矢
吹
晋
編
著
『
天
安
門
事
件
の
真
相
』
上
巻
（
蒼
蒼
社
、
一
九
九
〇
年
）
七
九
－
八
二
頁
お
よ
び
矢
吹
晋
編
訳
『
チ
ャ
イ
ナ
・
ク
ラ

　
イ
シ
ス
重
要
文
献
』
第
三
巻
（
蒼
蒼
社
、
一
九
八
九
年
）
二
七
⊥
二
四
頁
。

（
1
6
）
　
署
名
し
た
幹
部
の
名
前
に
つ
い
て
は
、
矢
吹
晋
編
訳
前
掲
書
（
一
九
八
九
年
）
二
八
頁
を
参
照
。
な
お
最
終
的
に
は
、
万
里
・
第
七

　
期
全
人
代
常
務
委
委
員
長
（
全
人
代
常
務
委
党
組
書
記
）
が
、
緊
急
会
議
の
開
催
を
支
持
し
な
か
っ
た
た
め
緊
急
会
議
は
開
催
さ
れ
な
か

　
っ
た
。
し
か
し
党
中
央
は
こ
う
し
た
動
き
を
深
刻
に
受
け
止
め
た
よ
う
で
あ
る
。
署
名
活
動
が
展
開
さ
れ
た
時
期
と
ほ
ぽ
同
時
期
の
五
月

　
二
二
日
に
、
全
人
代
常
務
委
党
組
は
、
李
鵬
・
国
務
院
総
理
、
楊
尚
昆
・
国
家
主
席
、
喬
石
・
党
中
央
規
律
検
査
委
委
員
長
、
銚
依
林
・

　
副
総
理
に
対
し
て
全
人
代
常
務
委
緊
急
会
議
開
催
に
関
す
る
全
人
代
常
委
会
内
部
の
動
向
を
報
告
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
五

　
月
二
六
日
と
二
七
日
に
全
人
代
常
務
委
党
組
は
、
一
九
日
の
戒
厳
令
布
告
に
関
す
る
李
鵬
と
楊
尚
昆
の
講
話
と
、
五
月
二
二
日
の
全
人
代

　
常
務
委
党
組
報
告
に
対
す
る
李
鵬
、
楊
尚
昆
、
喬
石
、
桃
依
林
の
講
話
を
伝
達
し
て
討
論
す
る
た
め
に
、
在
北
京
の
党
員
全
人
代
常
務
委

　
委
員
と
全
人
代
各
機
関
の
局
級
以
上
の
幹
部
に
よ
る
党
員
幹
部
大
会
を
相
次
い
で
開
催
。
そ
し
て
五
月
二
九
日
に
全
人
代
常
務
委
党
組
は
、

　
こ
れ
ら
一
連
の
集
会
に
関
す
る
報
告
を
党
中
央
に
提
出
し
た
。
報
告
で
は
、
一
九
日
の
戒
厳
令
布
告
の
含
憲
性
を
確
認
し
て
そ
の
支
持
を

　
表
明
し
、
「
同
志
た
ち
は
人
代
に
い
る
党
員
た
ち
が
中
央
の
領
導
の
下
で
、
必
ず
四
つ
の
基
本
原
則
を
堅
持
し
、
改
革
・
開
放
を
堅
持
し
、

　
民
主
と
法
制
の
建
設
を
よ
り
一
層
す
す
め
、
人
代
に
お
い
て
党
の
主
張
を
必
ず
徹
底
す
る
た
め
に
努
力
す
る
と
表
明
し
た
」
と
し
て
い
た
。

　
「
就
学
習
貫
徹
中
央
領
導
同
志
重
要
講
話
人
代
常
務
委
党
組
向
党
中
央
報
告
情
況
」
『
人
民
日
報
』
一
九
八
九
年
五
月
三
一
日
。

（
1
7
）
　
「
委
員
長
会
議
関
於
成
立
対
胡
績
偉
委
員
進
行
調
査
的
決
定
（
一
九
八
九
年
七
月
三
日
）
」
劉
政
・
於
友
民
・
程
湘
清
『
人
民
代
表
大

　
会
工
作
全
書
』
（
中
国
法
制
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
九
年
）
七
八
五
頁
。

（
B
）
　
「
向
武
漢
人
大
致
意
」
『
中
国
経
済
時
報
』
一
九
九
八
年
五
月
七
口
。
「
政
治
生
活
中
可
喜
変
化
」
『
人
民
日
報
』
一
九
九
九
年
四
月
二

　
一
日
。
「
奥
人
代
責
審
計
報
告
未
提
廣
信
」
『
明
報
』
一
九
九
九
年
八
月
六
日
。
票
定
剣
「
中
国
人
大
還
是
『
橡
皮
図
章
』
鳴
p
」
『
鏡
報

　
月
刊
』
一
九
九
八
年
三
月
号
、
二
八
－
二
九
頁
。
「
質
胸
案
提
出
之
後
」
『
人
民
日
報
』
一
九
九
九
年
四
月
二
八
日
、
お
よ
び
前
掲
書
唐
亮

　
（
二
〇
〇
一
年
）
二
一
八
±
二
九
頁
。

（
1
9
）
　
前
掲
書
察
定
剣
、
三
五
六
i
三
六
二
頁
。
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（
2
0
）
　
察
定
剣
『
中
国
人
民
代
表
大
会
制
度
』
第
四
版
（
法
律
出
版
社
、
北
京
、
二
（
e
O
三
年
）
三
五
］
1
三
五
三
頁
。

（
2
1
）
　
劉
智
・
史
衛
民
・
周
暁
東
・
呉
運
浩
著
『
数
据
選
挙
』
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
三
二
八
頁
。

（
2
2
）
例
え
は
「
半
年
前
被
市
人
大
否
決
　
藩
陽
中
院
報
告
終
獲
通
過
」
『
人
民
日
報
（
海
外
版
）
』
；
O
O
一
年
八
月
一
〇
日
。
「
専
家
称

藩
陽
人
大
不
通
過
案
是
民
主
政
治
的
標
志
性
事
件
」
『
中
国
青
年
報
』
二
〇
の
二
年
二
月
］
六
日
。
「
藩
陽
中
院
事
件
引
出
我
国
民
セ
法
制

建
設
進
程
中
的
新
課
題
否
決
案
引
出
”
藩
陽
模
式
”
」
『
中
国
青
年
報
』
こ
、
マ
り
『
年
八
月
二
日
。

（
2
3
）
　
「
藩
陽
中
院
事
件
引
出
我
国
民
主
法
制
建
設
進
程
中
的
新
課
題
　
否
決
案
引
出
．
藩
陽
模
式
”
」
『
中
国
青
年
報
』
二
〇
〇
一
年
八
月

　
二
日
。
「
杁
否
決
到
賛
成
　
藩
陽
人
大
両
次
審
議
法
院
工
作
報
告
」
『
中
国
人
大
新
聞
』
冥
8
”
＼
＞
ジ
糞
ヨ
ヌ
箒
≦
ω
●
o
o
一
⇒
8
蒔
σ
＼
巷
①

　
o
凶
巴
＼
ユ
霧
ω
O
O
O
O
O
O
O
一
①
＼
一
＼
ヲ
＜
N
一
①
嵩
①
G。
・
ぼ
ヨ

（
2
4
）
劉
智
・
史
衛
民
・
周
暁
東
・
呉
運
浩
著
『
数
据
選
挙
』
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
〇
一
年
）
三
二
八
頁
。

（
2
5
）
　
「
岳
陽
市
長
再
当
選
前
后
」
『
二
一
世
紀
経
済
導
報
』
二
〇
〇
三
年
一
月
二
二
日
。
「
岳
陽
”
四
八
小
時
無
市
長
」
『
新
聞
週
間
』
二
の
一

　
〇
三
年
一
月
二
二
日
号
、
三
五
⊥
二
七
頁
。
「
市
長
選
挙
暴
露
法
律
訣
憾
」
『
瞭
望
新
聞
周
刊
』
二
〇
〇
三
年
一
月
二
二
日
　
第
三
期
、
四

　
二
八
頁
。

（
2
6
）
　
例
え
ば
岳
陽
市
長
選
挙
の
場
合
、
定
数
一
に
対
し
て
、
候
補
者
は
二
が
要
求
さ
れ
て
い
る
（
な
お
、
立
候
補
者
が
い
な
い
場
合
は
、

　
同
額
選
挙
で
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
）
。
ま
た
副
職
幹
部
の
場
合
は
、
定
数
よ
り
も
一
か
ら
三
人
多
い
候
補
者
の
立
候
補
が
容
認
さ
れ
て

　
い
る
し
、
人
代
常
務
委
委
員
選
挙
の
場
合
は
、
定
数
の
丁
り
、
％
か
ら
二
〇
％
増
の
立
候
補
が
容
認
さ
れ
て
い
る
。

（
2
7
）
　
「
岳
陽
市
長
”
両
次
選
挙
事
件
〃
内
幕
」
『
中
国
選
挙
與
治
理
』
ぼ
ε
”
＼
｝
・
葦
♂
∩
三
一
る
色
9
二
〇
拐
●
8
∋
＼
冠
＆
昌
9
お
琵
ω
蔦
ゴ
o
ノ
拐
こ

　
”
｛
謡
O
U
一
し。
（
⇔
O
幽
国
田
よ
ミ
切
－
O
o
Go
N
o

o
－
①
国
O
oc
㊤
○。
N
閃
O
㊤
刈
曼

（
2
8
）
　
「
党
政
領
導
幹
部
選
抜
任
用
工
作
条
例
」
日
8
一
＼
＼
ヨ
＜
≦
幕
8
5
8
一
員
9
＼
（
南
＼
警
甦
蚕
茜
＼
一
更
き
8
ミ
器
＼
お
謡
O
“
’
ぽ
ヨ
一

（
2
9
）
　
李
鵬
飛
・
第
九
期
全
人
代
代
表
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
（
二
〇
〇
二
年
四
月
、
香
港
）
。

（
3
0
）
　
曾
徳
成
・
第
九
期
全
人
代
代
表
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
（
二
6
、
〇
二
年
四
月
、
香
港
）
。

（
31
）
　
「
授
権
発
布
”
関
於
全
国
人
民
代
表
大
会
和
地
方
各
級
人
民
代
表
大
会
監
督
法
（
草
案
）
的
説
明
」
『
中
国
人
大
新
聞
』
（
窪
8
一
＼
＼

　
≦
≦
≦
■
8
9
①
≦
ω
。
8
琴
B
＼
菩
＼
0
8
0
る
し。
o。
＼
一
＼
色
霧
ω
O
ω
G。
o。
O
O
O
2
＼
ヲ
～
、
誌
一
＄
㊤
o。
。
算
ヨ
）

（
32
）
　
劉
政
・
程
湘
清
『
人
大
監
督
探
索
』
（
中
国
民
主
法
政
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
〇
二
年
）
六
二
－
六
八
頁
。
衷
瑞
良
『
人
民
代
表
大
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会
制
度
形
成
発
展
史
』
（
人
民
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
四
年
）
四
九
二
ー
五
〇
〇
頁
。

（
3
3
）
　
「
中
共
中
央
関
於
地
方
党
委
向
地
方
国
家
機
関
推
淳
幹
部
的
若
干
規
定
（
一
九
九
〇
年
一
月
二
一
日
）
」
中
央
　
公
庁
法
規
室
・
中
央

　
紀
委
法
規
室
・
中
央
組
織
部
　
公
庁
編
前
掲
書
、
三
六
五
⊥
二
六
七
頁
お
よ
び
「
党
政
領
導
幹
部
選
抜
任
用
工
作
暫
行
条
例
（
中
共
中
央

　
一
九
九
五
年
二
月
九
日
印
発
）
」
同
、
三
九
八
－
四
一
〇
頁
。

（
34
）
　
「
党
政
領
導
幹
部
選
抜
任
用
工
作
条
例
」
『
人
民
網
』
（
耳
ε
一
＼
＼
乏
を
≦
も
8
三
φ
8
幹
9
＼
）

（
訪
）
　
前
掲
書
察
定
剣
、
三
五
六
－
三
六
二
頁
。

（
3
6
）
　
田
紀
雲
『
在
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
人
大
常
委
会
責
任
人
座
談
会
上
的
講
話
』
（
一
九
九
三
年
七
月
三
日
）
劉
政
・
於
友
民
・
程
湘

　
清
『
人
民
代
表
大
会
工
作
全
書
』
（
中
国
法
制
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
一
〇
五
八
－
一
〇
六
一
頁
。
張
友
漁
著
『
張
友
漁
文
選
』
下
巻

　
（
法
律
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
七
年
）
、
五
二
二
－
五
一
四
頁
。

（
37
）
　
「
中
共
江
蘇
省
委
関
於
進
一
歩
加
強
人
大
工
作
的
決
定
」
『
江
蘇
人
大
』
耳
8
一
＼
＼
≦
薫
≦
塾
巳
ぬ
o
＜
・
9
≧
駆
『
ヨ
轟
一
＼
2
8
＼
ピ
耳
ヨ

（
3
8
）
　
「
在
発
展
中
規
範
　
在
完
善
中
創
新
ー
揚
州
市
地
方
人
代
工
作
一
二
年
総
述
」
『
揚
州
人
大
』
日
8
”
＼
＼
≦
≦
華
憲
a
顔
o
＜
．
9
＼

　
一
蔑
o
I
≦
Φ
揖
霧
蔦
箆
”
一
〇
①
①

（
3
9
）
　
広
州
市
人
代
関
係
者
（
二
〇
〇
二
年
一
月
、
広
州
）
無
錫
市
人
代
関
係
者
（
二
〇
〇
二
年
二
月
、
無
錫
）
、
泉
州
市
人
代
関
係
者

　
（
二
〇
〇
三
年
三
月
、
泉
州
）
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
。

（
4
0
）
　
ラ
ヂ
オ
プ
レ
ス
編
集
『
中
国
組
織
人
別
名
簿
』
（
ラ
ヂ
オ
プ
レ
ス
、
各
年
版
）
よ
り
作
成
。

（
4
1
）
　
「
中
央
転
発
中
央
組
織
部
、
中
央
統
戦
部
《
関
於
設
立
地
方
各
級
人
大
常
委
会
和
進
一
歩
調
整
好
領
導
班
子
的
意
見
（
一
九
七
九
年

　
八
月
二
日
）
」
中
共
中
央
組
織
部
幹
部
調
配
局
編
『
幹
部
管
理
工
作
文
献
選
編
』
（
一
九
九
五
年
、
党
建
讃
物
出
版
社
）
一
六
六
－
一
六

　
九
頁
。

（
4
2
）
　
張
有
漁
前
掲
書
、
五
〇
九
ー
五
壬
二
頁
。

（
4
3
）
　
「
省
委
初
期
兼
任
人
代
主
任
好
囑
P
」
『
二
一
世
紀
経
済
導
報
』
二
〇
〇
三
年
三
月
六
日
。

（
4
4
）
　
『
揚
州
市
人
民
代
表
大
会
』
（
窪
ε
”
＼
＼
≦
≦
多
鴇
こ
面
o
＜
．
9
＼
3
号
鉾
霧
℃
）
。

（
4
5
）
　
劉
智
、
史
衛
民
、
周
暁
東
、
呉
運
浩
『
数
据
選
挙
』
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
北
京
、
二
〇
〇
一
年
）
二
五
三
頁
、
三
一
六
頁
、

　
三
三
七
頁
。
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（
4
6
）
　
「
江
蘇
三
笑
集
団
」
は
一
九
八
九
年
江
蘇
省
杭
集
鎮
の
一
郷
鎮
企
業
に
は
じ
ま
る
。
現
在
は
中
国
の
歯
ブ
ラ
シ
を
中
心
と
す
る
オ
ー

　
ラ
ル
ケ
ア
ー
市
場
で
絶
対
的
な
シ
ェ
ア
ー
を
誇
る
。
二
〇
〇
二
年
の
利
税
総
額
は
一
・
〇
三
億
元
で
揚
州
市
第
四
位
（
祁
江
区
内
で
は
第

　
一
位
）
。
同
年
売
上
高
は
二
二
・
七
六
億
元
で
揚
州
市
私
営
企
業
中
第
一
位
。
な
お
同
集
団
が
所
在
す
る
邦
江
区
の
二
〇
〇
三
年
度
の
財

政
総
収
入
は
六
・
二
八
億
元
。
内
、
地
方
財
政
収
入
は
三
・
六
八
億
元
。
数
値
は
、
『
二
〇
〇
三
年
版
揚
州
市
統
計
手
冊
電
子
版
』

　
（
窪
8
笑
＼
≦
≦
譲
■
旨
馨
讐
ω
西
O
＜
お
⇒
＼
鵯
総
＼
8
8
＼
）
に
よ
る
。

（
4
7
）
　
毛
①
亨
巴
毎
は
、
浮
8
“
＼
＼
≦
≦
≦
。
く
吟
碧
ω
ぬ
O
＜
お
昌
砧
0
8
二
三
＼
ぎ
号
界
耳
目

（
4
8
）
　
「
広
州
代
表
．
挑
戦
”
政
府
報
告
」
『
南
方
都
市
報
』
二
〇
〇
一
年
二
月
一
九
日
。

（
4
9
）
　
例
え
ば
一
九
八
三
年
九
月
に
発
出
さ
れ
た
「
中
共
中
央
組
織
部
の
国
家
機
関
と
そ
の
ほ
か
の
行
政
領
導
幹
部
の
任
免
は
必
ず
法
律
の

　
定
め
る
手
順
と
関
係
す
る
規
定
に
し
た
が
っ
て
お
こ
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
関
す
る
通
知
」
や
、
一
九
八
四
年
四
月
に
こ
れ

　
を
再
確
認
し
た
「
中
共
中
央
の
国
家
機
関
の
領
導
幹
部
の
任
免
は
必
ず
法
律
の
定
め
る
手
順
に
し
た
が
っ
て
お
こ
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
こ
と
に
関
す
る
通
知
」
が
そ
う
で
あ
る
。
「
中
共
中
央
関
於
任
免
国
家
機
関
領
導
人
員
必
須
厳
格
依
照
法
律
程
序
　
理
的
通
知
（
一

　
九
八
四
年
四
月
二
六
日
）
」
中
央
　
公
庁
法
規
室
・
中
央
紀
委
法
規
室
・
中
央
組
織
部
　
公
庁
編
『
中
国
共
産
党
党
内
法
規
選
編
（
一
九

　
七
八
－
一
九
九
六
）
』
（
法
律
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
六
年
）
三
四
三
－
三
四
七
頁
。

（
5
0
）
　
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
（
内
Φ
＜
ぎ
9
0
、
零
凶
窪
）
は
人
代
代
表
を
政
権
の
代
弁
者
と
も
い
え
る
「
＞
鷺
三
ω
」
と
し
て
の
機
能
と
、
政
権
へ

　
の
異
見
提
起
者
と
し
て
の
「
菊
o
ヨ
o
拐
霞
緯
o
お
」
の
機
能
を
備
え
た
存
在
で
あ
る
と
定
義
し
た
う
え
で
、
そ
の
変
化
を
次
の
よ
う
に
整
理

　
し
て
み
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
毛
沢
東
時
代
の
人
代
代
表
は
、
政
権
に
対
す
る
忠
誠
が
人
民
の
代
表
と
し
て
の
意
識
を
圧
倒
し
て
ほ
と
ん

　
ど
「
＞
鵯
昌
ω
」
と
し
て
活
動
し
て
い
た
も
の
の
、
近
年
の
人
代
代
表
は
依
然
と
し
て
人
民
よ
り
も
政
権
と
の
距
離
が
近
い
た
め
な
お

　
「
＞
鷺
旨
ω
」
と
し
て
活
動
し
て
は
い
る
が
、
人
民
の
意
識
や
社
会
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
、
し
だ
い
に
彼
ら
は
「
勾
①
ヨ
9
雪
轟
8
屋
」
と

　
し
て
も
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
う
し
た
変
化
は
、
近
年
に
な
っ
て
人
代
代
表
が
無
条
件
に
党
議
拘

　
束
を
遵
守
す
る
と
い
っ
た
政
権
を
代
表
す
る
存
在
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
の
背
景
と
い
え
、
人
代
の
党
に
よ
る
領
導
受
容
の
実
態
を

　
明
ら
か
に
す
る
上
で
重
要
な
視
点
と
い
え
よ
う
。
囚
①
く
ぎ
』
。
○
、
ω
ユ
窪
な
．
＞
鵯
三
ω
磐
α
寄
ヨ
o
霧
q
讐
o
舅
菊
〇
一
〇
＞
8
⊆
ヨ
巳
簿
δ
冨

　
σ
＜
O
匡
霧
ω
o
零
〇
三
①
、
ω
O
O
コ
鷺
o
ω
ω
0
8
旨
一
①
ω
●
．
、
ミ
ミ
O
ミ
ミ
霞
O
ミ
ミ
避
さ
♂
Z
ρ
一
し。
o
。
（
急
コ
①
一
8
“
y
O
P
o。
詔
山
○。
O
。
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